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文部科学大臣賞生命保険文化センター賞 全日本中学校長会賞優 秀 賞

北海道	
藤女子中学校	
3学年	

前
ま え だ

田　海
み お ん

音
①この度は素晴らしい賞を頂戴し誠に光栄に思います。

中学校生活最後の年に全国賞入賞できましたことは、
ひとえに入学以来時に厳しく時に温かく作文以外でも
ご指導いただいた先生方のお陰だと存じます。家族を
はじめ先生方、友人、そしてこの作文を読んで下さった方々
へ感謝申し上げます。ありがとうございました。

②作文でもふれましたが、今年の夏に逝去した祖母は特に
喜んでくれていると思います。

③3年次に取り組んでいる「探究学習」は自ら課題を掘り下げる
難しさと共に、「探究心」が育まれている手応えも感じ
ます。私は海外難民視力支援活動について考察しています。

④今年から始めた少林寺拳法に夢中です。自分自身をみつめる
という修行が新鮮です。中学3年間続けたバスケットボール
部は高校でも頑張ります。

⑤自由律俳句俳人のせきしろさんです。せきしろさんのように、
誰もが感じたことのあるような凜とした孤独感をつづり
たいと憧れています。

⑥健康・スポーツ分野で社会貢献できたらと考えています。
⑦今まで支えてもらった人達に恩返しできていますか？よく

寝て、よく食べて、よく学び、よく遊んで下さいね。
⑧生物界には苛烈な生存競争以上に、相互扶助の原理が

働いていると言ったのは革命家のクロポトキンですが、
社会を構成する人々が助け合うことの大切さを私達に
教えてくれるのは生命保険だと思います。中学生が生命
保険についての作文を書くことは、その仕組みを知り、
大切さを学ぶきっかけになると実感しています。

押切 大輔先生のコメント

①何事に対しても一生懸命にとりくむ真面目な生徒です。
文章を書くことが得意で、様々な作文コンクールにも
挑戦しております。分野問わず、幅広く興味、関心を持ち、
色々な情報や知識を吸収する姿勢があり、模範となる
生徒です。

福岡県	
太宰府市立太宰府中学校	
3学年	

青
あ お や ぎ

栁　優
ゆ り な

里菜
①先生から作文の報告を受けて、驚きと嬉しさで胸がいっぱい

になりました。入賞したことを両親に伝えたところ、乳ガン
の治療中の母は「病と向き合い闘う励みになるよ」と嬉し
泣きをして、そんな母を見て私も貰い泣きしてしまいました。
私の書いた作文を選んでいただき本当にありがとうござい
ます。

②母だと思います。
③音楽と美術が好きです。国語はその次に好きです。
④私の趣味は旅行に行ったり、韓国ドラマを見たりK-POPを

聴いたりすることです。
⑤尊敬している人は父です。定期考査前になるとどんなに

疲れていても私の苦手な数学を教えてくれます。いつでも
寄り添ってくれるところに深い愛情を感じています。

⑥将来の夢は２つあり迷っています。一つは保健師になる
ことと、もう一つは航空関係の仕事に就くことです。

⑦どんな仕事に就いても、きっとまじめに頑張っているだろう
と思うので、時には肩の力を抜いて、大好きな旅行を楽しみ
ましょう！

⑧母の病気に関する内容を作文にしたいと思い母に話しま
した。私は母が医師から乳ガンだと告げられた日のことや、
手術を受けた日のこと、放射線治療を受けていた日々の
母の様子を思い出して作文にしました。完成した作文を
見せると、静かに微笑んで「ありがとう。」と母は言いました。
作文が母のエールになれたなら嬉しいです。

寺本 龍生先生のコメント

①まじめに物事に取り組み、どんなときも落ち着いた態度で
学ぶ生徒です。美術部に所属し、絵を描くことにも意欲的
に取り組んでいました。作文を書くことが大好きで、日常の
中で感じたことを自分の言葉で丁寧に表現しています。
中学１年生の頃に作文コンクールで入賞しました。

②具体と抽象の使い分けについての授業を行い、自分の考えを
的確に表現し、伝えたいことに説得力を持たせられるように
指導しました。また、要点をまとめる練習にも取り組ませ
ました。

③本コンクールを通じて、生徒は生命保険について自分事と
して考えることができました。また、景品も豪華で作文が
苦手な生徒でも「頑張ってみよう」と思える工夫がされて
おり、とてもよかったと思います。

兵庫県	
白陵中学校	
3学年	

原
は ら だ

田　悠
ゆ う せ い

生
①私は、文章を作成したり、自分の思いや考えを言葉にする

ことが苦手なので、入賞の知らせを受けて嬉しく、とても
驚きました。また、何度も「ドッキリ？」と聞いてくる母の
表情がとても面白かったです。素敵な賞をいただいたので、
これを励みに、日々学業等を頑張ろうと思います。

②両親です。普段よく衝突して迷惑をかけているので、喜んで
くれるきっかけができて良かったです。

③理科です。特に化学が好きで化学部にも所属しています。
実験が大好きで、文化祭でも実演しました。

④化学実験、音楽鑑賞です。J-POPが好きです。
⑤ノーベル化学賞を受賞された北川進さんです。長年諦めず

にコツコツと積み重ねた事が評価され、自分もそんな人
になりたいと思いました。

⑥化学や工学に関する研究職に就くことです。学んだことを
活かして、世の中を豊かにする手伝いをしたいです。

⑦社会に出て働き始めた頃なので、すぐに芽は出ないとして
も、コツコツとした積み重ねを続けるように、と伝えたい
です。

⑧私は最初、生命保険に関する知識がほとんどなく、一から
調べることから始まり、とても大変でした。調べていくうち
に、万が一のときに自分を助けてくれる大切な仕組み
だと知りました。家族ともよく話し合い、しっかりと考えて
いこうと思いました。

山科 祐一先生のコメント

①原田悠生君は真面目で朗らかな生徒です。勉強ももちろん
頑張りますが、それだけではなく、行事でも一生懸命に
取り組む姿が印象的で、今年の運動会では、競技に、応援
に大活躍し、クラスの総合優勝に大いに貢献していました。

②教科書を用いて、作文の書き方などを指導し、生命保険
文化センターよりいただいた資料を配布しました。生徒
たちは各自が自宅で書き上げ、ありのままの作品を評価
していただくために、添削指導を一切せずに応募させて
いただきました。

③作文の機会や家族との会話の機会、命について考える機会、
自分がいかに守られた存在であるのか、様々な学びの
機会を生徒たちは得ることができたと思います。素晴らしい
機会を与えて下さったコンクール関係者の皆様にお礼
申し上げます。

北海道	
札幌市立北都中学校	
3学年	

安
あ だ ち

達　侑
ゆ ほ

歩
①今回、このような素晴らしい賞をいただけたと聞いたときは、

思わず「本当ですか」と何度も先生に聞いてしまいました。
家に帰って家族に話したときも、私と同じように家族も
驚いていました。本当に今でも驚きと嬉しさで胸がいっぱい
です。家族や先生、友達にも喜んでもらえて本当に嬉し
かったです。

②母です。入賞したこと、母について書いていたことを話すと、
私よりも喜んでくれました。

③数学が好きです。
④Mrs.GREEN APPLEが大好きです。ミセスの曲を聴く

ことが、今、一番の楽しみです。
⑤保育士として働きながらも、家族みんなを支えてくれて

いる母をすごく尊敬しています。大好きです。
⑥妹が産まれたときの感動を今でも忘れられないので、

産婦人科医になりたいです。
⑦自分のやりたいことを全力で楽しんで、一生懸命、夢を

追い求めて、毎日楽しんでください。
⑧作文を書くうえで、母に「生命保険の仕組み」、母だけで

なく、家族みんな、生命保険に今まで何度も支えられて
いたことなど、生命保険について色々教えてもらいました。
今回、作文を書くうえで、生命保険に入ることの大切さ、
生命保険は、「私たちの安心」を支えてくれていることが
分かりました。

蜂屋 陽子先生のコメント

①部活動は剣道部に所属していました。学級では、学級代表として
活躍しています。また努力家で、学ぶことの楽しさを知っている
生徒です。本をよく読み、文章を書くのもとても上手で、たった
200字でも、家族の様子が生き生きと伝わってくる文章を書く
ことができます。

②授業の中で短い文章やスピーチ原稿を書く機会を積極的に作る
ようにしています。今回の作文は、普通の作文を書いたときに
とても上手に書けていたので、生命保険の作文として書いてみては？
とすすめました。

③全員が賞品をいただけることや、ディズニーランドに招待して
いただけることが、生徒たちが意欲的に作文を書く意欲につな
がっています。また作文を書くにあたって家族に改めて話をきける
こともよいと思います。

④生徒にたくさん本を読んでもらいたくて、廊下におすすめのポップ
カードとともにたくさん本をおいています。学校賞でいただく
図書カードで本を購入することができるのでありがたいです。

全国賞入賞者プロフィール
入賞者のコメント
①入賞されたご感想は？
②今回の入賞を誰が一番喜んでくれていると思いますか？
③学校の勉強で好きな科目は？
④好きなもの（趣味・スポーツ・タレントなど）は？
⑤尊敬している人は？
⑥将来の夢は？
⑦十年後の自分へメッセージを贈るとしたら？
⑧生命保険についての作文を書くことについての感想は？

先生のコメント
①どのような生徒さんですか？
②作文指導について
③当コンクールについて
④その他

※このコメントは入賞連絡時（2025年10月）にいただいたものです。
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全国賞入賞者プロフィール
入賞者のコメント
①入賞されたご感想は？
②今回の入賞を誰が一番喜んでくれていると思いますか？
③学校の勉強で好きな科目は？
④好きなもの（趣味・スポーツ・タレントなど）は？
⑤尊敬している人は？
⑥将来の夢は？
⑦十年後の自分へメッセージを贈るとしたら？
⑧生命保険についての作文を書くことについての感想は？

先生のコメント
①どのような生徒さんですか？
②作文指導について
③当コンクールについて
④その他

※このコメントは入賞連絡時（2025年10月）にいただいたものです。

兵庫県	
白陵中学校	
3学年	

宇
う つ の み や

都宮　香
か り ん

凛
①優秀賞をいただき本当にうれしいです。祖母の入院を

通して、生命保険が家族の安心を支える力になることを
知りました。これからも身近な人を思いやる気持ちを大切
にしていきたいです。東京ディズニーシーの見学会が、
今からめっちゃ楽しみです。

②作文に登場する祖母です。
③世界史です。特に、ヨーロッパです。
④ミュージカル鑑賞です。特に、宝塚歌劇団です。カラオケ

です。文化祭でバンドのボーカルをしました。
⑤発展途上国であるラオスの教育環境向上のためにラオスで

頑張っている母です。（NHKの全国ニュースでも放映され
ました。）

⑥祖母の病気を治してくれたような医師になって多くの
病人を元気にしたいです。

⑦十年後の自分へ。人を思いやる気持ちを忘れずに、誰かの
安心や笑顔を支えられる人になってください。

⑧作文を書きながら、生命保険があることで家族が安心
できることを改めて感じました。祖母が入院したとき、
給付金のおかげで家族が安心して過ごせたことはとても
ありがたかったです。作文を通して、生命保険の大切さや
支え合うことの温かさを学び、これからも感謝の気持ちを
大切にしていきたいと思いました。

山科 祐一先生のコメント

①宇都宮香凛さんは明るく社交的であり、一方で、しっかりと
学習に打ち込むこともできる全人的に円満な生徒です。
文化祭では有志のステージに挑戦しようとダンスの練習を
したり、とても積極的に充実した日々を過ごしています。

②教科書を用いて、作文の書き方などを指導し、生命保険
文化センターよりいただいた資料を配布しました。生徒
たちは各自が自宅で書き上げ、ありのままの作品を評価
していただくために、添削指導を一切せずに応募させて
いただきました。

③作文の機会や家族との会話の機会、命について考える機会、
自分がいかに守られた存在であるのか、様々な学びの
機会を生徒たちは得ることができたと思います。素晴らしい
機会を与えて下さったコンクール関係者の皆様にお礼
申し上げます。

大阪府	
大阪府立咲くやこの花中学校	
3学年	

山
や ま ぎ し

岸　 心
こころ

①今回、中学生作文コンクールで入賞することができてとても
嬉しく思います。結果を聞いたときは驚きましたが、それと
同時に頑張って書いてよかったと思いました。また、作文を
書く中で言葉にすることの難しさや大切さを改めて感じ
ました。この経験を活かして、これからも自分の考えや体験
を言葉で表現していきたいと思います。

②祖父
③国語、音楽、体育、美術
④音楽、ピアノ、Mrs.GREEN APPLE、RADWIMPS、
	 清水翔太、ONE OK ROCK、One Direction、
	 Taylor Swift、hack ear
⑤両親、中学受験時代の恩師、中学校生活でお世話になった

担任、学年主任含めた先生方、アーティスト
⑥音楽関係、教育関係の仕事
⑦これまでの努力と支えてきてくれた人への感謝を忘れず、

いつでも初心を忘れないで自分を信じて生きて欲しい。
⑧この作文を書く前は「生命保険」と聞くと、堅く難しい印象

が強かったのですが、実際に調べてみると私たちの生活に
深く関わりがあると知り「生命保険」についての印象が変わり
ました。今まで詳しく知らないまま、理解しようとしたり、
興味を持ったりしたことも無かったので今回のように知る
機会が増えればなと感じました。

日野 聡美先生のコメント

①コミュニケーション力が高く、何事に対しても積極的で、
常に新しいことに挑戦しています。そこで得た知識や経験
が、彼女の豊かな発想力を培うものとなっています。今年の
文化発表会では、部活動の劇の総監督を務め、周囲から
の信頼も厚い生徒です。

②生命保険について、調べてわかったことだけを書くのでは
なく、自分や家族が体験したことがあれば、その時のこと
を書くように指導しました。また、字は丁寧に、誤字・脱字
のないように書くことも伝えています。

③応募者全員、参加賞をいただくことができ、魅力的な
個人賞もあるので、生徒は積極的に取り組むことができ
ました。自分の思いや考えを言語化する難しさ、大切さに
気づくことができる良い機会にもなりました。

滋賀県	
草津市立草津中学校	
1学年	

奥
お く む ら

村　俊
しゅんすけ

亮
①今回、入賞することができてとても嬉しかったです。普段

考えることのない命について、作文を通して自分の考えを
深めることができて良かったなと思いました。これからも
自分や家族を守るために、日ごろから安全について考えて
いきたいと思います。

②母親が一番喜んでくれていると思います。
③数学科が好きです。
④走ることが趣味です。
⑤母親を尊敬しています。
⑥世界一の陸上選手です。
⑦未来のことを考えることはとても大切だと伝えたいです。
⑧今回、生命保険についての作文を書くことで、家族や自分の

将来を考えるきっかけになりました。生命保険を調べるうち
に誰かを思う優しさが保険の中にあることを知りました。
今回の作文を通してその大切さを実感することができて
嬉しかったです。

株丹 篤史先生のコメント

①元気がよく、誰とでも仲良く関わることができる生徒です。
リーダーシップもあり、学級内外で慕われています。先日
の生徒会選挙では、副会長に立候補した友人の応援演
説を務め、当選に貢献しました。陸上部でも近畿大会に
出場するなど、さらに活躍の場を広げてくれることが期待
されます。

③毎年、コンクールを開催いただきありがとうございます。
参加賞や地方賞も作文に取り組んでみようという子ども達
のきっかけになっているので、今後も続いてほしいと思って
います。

福島県	
いわき市立植田東中学校	
3学年	

勝
か つ

　心
こ こ な

々絆
①ダンサーになるという夢と生命保険の関係について書いた

作文が、このような形で私の思いが伝わり入賞できたことが
とても嬉しかったです。また、これを機に生命保険について
詳しく知ることができたので、この知識をこれからの人生に
役立てていきたいです。

②家族
③国語、英語、保健体育
④ダンス、音楽
⑤両親
⑥グローバルに活躍するプロダンサー
⑦なりたい自分になれていますか。周りの人を大切にして、

色々なことにチャレンジしてください。
⑧生命保険について調べ、作文にまとめていく上で、私たちの

未来を守る仕組みがあることを知り、それはこれからの人生
と切っても切り離せない関係にあることが分かりました。
これを機に、今後も生命保険についてもっと調べてみたいと
思いました。

佐川 智恵先生のコメント

①学校では、真剣に学習に励み係活動にも真面目に取り組む
生徒です。将来はダンサーになりたいという夢に向かって
一生懸命に努力しています。また、英語習得への関心が
高く、検定試験にも挑戦するような前向きな生徒です。

②夏休みの課題の中の一つとして生徒には提示しました。
生命保険が私たちの生活にどのように関わっていて、どの
ように生かされているのか（生かされていくのか）をしっかり
と記述するよう、指導しました。

優 秀 賞優 秀 賞 優 秀 賞優 秀 賞

全国賞入賞者プロフィール
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（
一
社
）
生
命
保
険
協
会	

副
会
長
　
藤
戸　
方
人 

氏

　

こ
の
た
び
全
国
賞
を
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
、
ご
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
先
生
方

に
も
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
年
で
63
回
目
を
迎
え
る
、
こ
の
「
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、

１
９
６
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

こ
れ
ま
で
運
営
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
は
じ
め

各
団
体
の
み
な
さ
ま
に
は
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
生
命
保
険
協
会
は
、
加
盟
生
命
保
険
会
社
41
社
と
と
も
に
、

次
代
を
担
う
中
学
生
の
み
な
さ
ん
が
生
命
保
険
に
触
れ
ら
れ
る
貴
重
な

機
会
と
な
る
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
と
て
も
大
切
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
こ
の
夏
も
記
録
的
な
猛
暑
で
あ
り
ま
し
た
が
、

全
国
の
当
協
会
事
務
室
の
職
員
が
、
み
な
さ
ん
の
中
学
校
一
校
一
校
に

直
接
お
邪
魔
を
し
て
、
ご
参
加
を
呼
び
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
年
も
全
国
の
７
３
３
校
か
ら
、２
６
，９
８
６
編
と
、

大
変
多
く
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
作
品
に
も
「
ご
家
族

へ
の
愛
情
」
や
「
未
来
へ
の
想
い
」
が
溢
れ
て
お
り
、胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、
多
く
の
方
が
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
、
ご
両
親
や

ご
家
族
の
方
と
、
生
命
保
険
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
未
来
の
自
分
や
ご
家
族
を
守
る

「
保
険
の
大
切
な
役
割
」
に
つ
い
て
、
深
く
ご
理
解
さ
れ
た
こ
と
が
作
品

か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

生
命
保
険
会
社
で
働
く
職
員
は
、
そ
の
「
保
険
の
大
切
さ
」
を
な
ん
と
か

お
伝
え
し
た
い
と
、日
々
、お
客
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
実
際
に
お
役
に
立
て
た
生
命
保
険
を
通
じ
て
、
み
な
さ
ん

が
、「
保
険
の
大
切
さ
」
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
真
っ
直
ぐ
な

言
葉
で
綴
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
生
命
保
険
に
携
わ
る
全
て
の
職
員

に
と
っ
て
大
変
な
励
み
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
み
な
さ
ん
方
ご
自
身
に
と
っ
て
も
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て

学
ば
れ
た
気
づ
き
や
知
識
は
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
を
歩
ん
で
行
か
れ
る

中
で
、
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

　

生
命
保
険
協
会
は
、
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
と
力
を
合
わ
せ
て
、
大
学

で
の
「
実
学
講
座
」
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
命

保
険
に
つ
い
て
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
機
会
づ
く
り
に

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
も
健
や
か
に
、
多
く
の

経
験
を
通
じ
て
豊
か
な
人
生
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
お
祝
い
の
言
葉
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全国賞入賞おめでとう（祝辞）

全
日
本
中
学
校
長
会	

会
長
　
青
海　
正 

氏

　

本
日
、各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
中
学
生
の
皆
さ
ん
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
生
徒
た
ち
を
慈
し
み
、
育
ん
で
こ
ら
れ
た
ご
家
族
の
皆
様
、
ま
た
日
頃
の

温
か
い
ご
指
導
を
通
し
、
生
徒
た
ち
の
力
を
こ
こ
ま
で
高
め
ら
れ
た
先
生
方
に

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
受
賞
し
た
生
徒

た
ち
と
共
に
喜
び
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
日
々
の
暮
ら
し
と
生
命
保
険
と
の
関
わ
り
や
、

生
命
保
険
を
通
じ
て
見
た
家
族
の
在
り
方
に
つ
い
て
中
学
生
自
身
が
見
た
り
、

聞
い
た
り
、
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
文
章
で
表
現
す
る
能
力
を
育
む
と
い
う
趣
旨

で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
伺
って
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
全
国
か
ら
約
２
7
，
0
0
0
編
も
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

全
国
賞
入
賞
作
品
８
編
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
作
文
の
テ
ー
マ
で
あ
る
生
命
保
険

に
関
す
る
こ
と
は
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
馴
染
み
の
少
な
い
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
調
べ
て
い
く
中
で
そ
の
仕
組
や
働
き
に
つ
い
て
多
く
の

発
見
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
命
保
険
に
よ
って
救
わ
れ
た
方
が
身
近
に
い
る
場
合
に
は
、
よ
り
一層
、

生
命
保
険
の
仕
組
み
や
働
き
に
つ
い
て
自
分
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
実
感
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ら
の
発
見
や
実
感
と
と
も
に
生
命
保
険
に

対
す
る
思
い
や
願
い
を
自
ら
の
言
葉
で
、
読
み
手
に
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
よ
う
に

表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
代
の
社
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
多
様
な
価
値
観

が
混
在
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
将
来
国
外
に
出
て
行
く
機
会
も
増
え
る

一
方
、
日
本
社
会
の
内
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
の
中
で
、
異
な
る
価
値
観
を

も
つ
多
様
な
他
者
と
、
当
事
者
意
識
を
も
って
対
話
を
行
い
、
問
題
を
発
見
・
解
決

で
き
る
、「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
る
力
、

他
者
の
考
え
を
理
解
し
て
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る
力
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
を

も
っ
て
、
多
様
な
人
々
と
協
働
で
き
る
力
、
価
値
観
の
違
い
に
よ
る
対
立
を
乗
り

越
え
、
合
意
形
成
す
る
力
が
大
切
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
文
章
に
よ
る

表
現
力
が
極
め
て
重
要
で
す
。
文
章
に
よ
っ
て
、
相
手
に
正
確
に
自
分
の
思
い
や

願
い
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
用
い
る
言
葉
を
吟
味
し
、
表
現
を
工
夫
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
言
葉
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
初
め
て
、
自
分
の
思
い
や

願
い
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
近
年
、
生
成
A
Ｉ
の
急
速
な
進
化
と
普
及
に
よ
り
、
生
成
A
Ｉ
と
の

協
働
・
共
生
の
時
代
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
生
成
A
Ｉ
を
上
手
く
使
う
に
は
、
明
確

か
つ
具
体
的
な
指
示
を
与
え
る
こ
と
、
タ
ス
ク
を
細
か
く
分
け
て
段
階
的
に
指
示

す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
生
成
さ
れ
た
内
容
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
必
ず
確
認
・
修
正

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、昨
今
の
S
N
S
な
ど
に
お
け
る
単
語
や
短
文
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
、

そ
こ
か
ら
生
じ
る
誤
解
に
よ
り
発
生
す
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

校
長
と
し
て
大
き
な
不
安
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
作
文
を
読
ん
で
、

未
来
社
会
に
対
し
て
、
明
る
い一筋
の
光
を
見
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
を
企
画
・
運
営
し
て
い
た
だ
い
た
公
益

財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、

生
徒
た
ち
に
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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文
部
科
学
大
臣
賞

　「
も
し
も
の
夜
に
と
も
る
〝
希
望
の
あ
か
り
〟 

　
　
　
～
大
切
な
人
に
『
あ
り
が
と
う
』
の
気
持
ち
を
込
め
て
～
」　

	
	

	
	

	

　
　
安
達 

侑
歩
さ
ん

　

こ
の
作
品
は
5
人
の
審
査
員
全
員
が
高
評
価
を
つ
け
ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
が
副
題
も
あ
っ
て
少
々
長
い
の
で
す
が
、
作
文
の
中
身
を

大
変
よ
く
表
し
て
い
る
。
冒
頭
に
お
母
さ
ん
の
「
茶
碗
洗
い
や
っ
と
い
て
」

「
洗
濯
物
た
た
ん
で
お
い
て
」
云
々
の
声
が
書
か
れ
て
お
り
、
読
者
を

ぐ
っ
と
引
き
込
み
ま
す
ね
。

　

そ
し
て
「
入
院
…
…
い
つ
か
ら
に
し
よ
う
か
な
」
の
父
母
の
会
話
。

卵
巣
腫
瘍
の
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
母
へ
の
愛
情
や
感
謝
の

気
持
ち
が
大
変
素
直
に
か
か
れ
て
お
り
、
そ
ん
な
出
来
事
を
経
て
一
段
階

成
長
し
た
筆
者
の
様
子
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

保
険
を
心
に
余
裕
を
与
え
て
く
れ
る
希
望
の
あ
か
り
と
表
現
し
て
い
る

の
も
い
い
で
す
ね
。
文
章
も
達
者
で
、
大
変
レ
ベ
ル
の
高
い
作
文
だ
と
思
い

ま
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト	

　
岩
田　
三
代 

氏  
　

皆
さ
ん
、
本
日
は
受
賞
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
今
回
で
63
回
目
と
い
う
歴
史
あ
る

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
今
年
も
全
国
か
ら
約
2
万
7
，0
0
0
編
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
ト
ッ
プ
8
人
で
す
。
本
当
に

す
ご
い
こ
と
で
、
ど
う
ぞ
こ
の
受
賞
を
誇
り
に
、
自
信
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
評
は
例
年
、
受
賞
作
一
編
ご
と
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
、
本
日
も
審
査
員
を
代
表
し
て
私
か
ら
よ
か
っ
た
点
や
心
に
残
っ
た

点
な
ど
を
簡
単
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講評

全
日
本
中
学
校
長
会
賞

　「『
思
い
や
り
』
の
生
命
保
険
」　
原
田 

悠
生
さ
ん

　

こ
の
作
品
は
、
と
て
も
心
配
性
の
お
母
さ
ん
の
話
で
す
。
作
文
を
読
ま

せ
て
い
た
だ
く
と
確
か
に
か
な
り
用
意
周
到
で
す
ね
。
筆
者
は
そ
れ
が

嫌
で
少
し
う
ざ
っ
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
保
険
に
つ
い
て
学
ぶ
う
ち
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

実
は
筆
者
は
1
歳
前
後
の
時
に
2
度
も
手
術
を
受
け
て
い
た
の
で
す
が
、

保
険
に
入
っ
て
い
た
お
か
げ
で
お
母
さ
ん
は
お
金
の
心
配
な
く
世
話
に

専
念
で
き
た
。「
万
が一に
備
え
る
保
険
は
大
切
な
人
へ
の
お
も
い
や
り
」
と

気
づ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
「
煩
わ
し
さ
を
感
じ
て
い
た
母
の
心
配
性
も
私
へ
の
お
も
い

や
り
故
だ
ろ
う
」
と
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。
で
も
ど
っ
ぷ
り
受
け
入
れ
る

の
で
な
く
「
少
々
行
き
過
ぎ
の
と
こ
ろ
は
あ
る
け
れ
ど
、
少
し
は
耳
を
傾
け
、

適
度
に
見
習
っ
て
い
こ
う
か
と
考
え
た
」
と
い
う
距
離
の
取
り
方
が
微
笑

ま
し
い
で
す
ね
。こ
の
作
文
も
審
査
員
全
員
が
高
評
価
を
つ
け
ま
し
た
。

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

　「
母
の
病
気
と
生
命
保
険
」　
青
栁 
優
里
菜
さ
ん

　

こ
の
作
品
は
、
悪
性
の
乳
が
ん
で
手
術
を
受
け
、
放
射
線
治
療
を

続
け
た
お
母
さ
ん
と
の
会
話
や
体
験
を
通
じ
て
、
保
険
の
大
切
さ
を

学
ん
で
い
く
過
程
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
お
母
さ
ん
が
真
っ
先
に
電
話
し
た
の
は
保
険
会
社
の

担
当
者
。
自
分
の
こ
と
よ
り
家
族
を
気
遣
う
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
、
一
番

心
配
だ
っ
た
の
は
生
活
費
や
教
育
費
な
ど
金
銭
面
。
保
険
は
そ
ん
な
心
配

を
や
わ
ら
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
修
学
旅
行
に
行
く
娘
を

気
遣
い
、医
師
に
打
診
さ
れ
た
手
術
日
を
1
週
間
延
ば
し
た
そ
う
で
す
。

母
親
の
冷
静
さ
と
や
さ
し
さ
が
伝
わ
る
と
と
も
に
、
家
族
や
保
険
に

つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
編
で
す
。
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講評

優
秀
賞

　「
大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
に
」　
山
岸 

心
さ
ん

　

こ
の
作
品
は
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
お
じ
い
様
と
、
死
後
の
家
族
の

生
活
を
支
え
た
保
険
の
話
で
す
。

　

会
社
の
社
長
を
し
て
い
た
お
じ
い
様
の
不
在
は
大
き
く
、
そ
の
死
は

家
族
に
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
悲
し
み
の
中
で
対
応
に
追
わ

れ
る
祖
母
の
も
と
に
、
保
険
会
社
か
ら
一
本
の
電
話
。
担
当
者
は
親
身
に

寄
り
添
い
、
保
険
金
は
祖
母
の
心
も
支
え
て
く
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
作
文
は
筆
者
が
お
ば
あ
様
か
ら
聞
い
た
話
を
も
と
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。
お
ば
あ
様
の
貢
献
度
大
で
、
さ
ぞ
か
し
受
賞
を
喜
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

優
秀
賞

　「
平
凡
な
日
常
に
感
謝
」　
宇
都
宮 
香
凛
さ
ん

　

こ
の
作
品
は
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
文
章
表
現
で
、
話
の
展
開
も
本
当
に

上
手
で
す
。

　

海
外
で
働
く
お
母
さ
ん
に
代
わ
っ
て
家
事
を
担
っ
て
く
れ
て
い
た
お
ば
あ

様
が
、
あ
る
日
が
ん
宣
告
を
受
け
る
。
ず
っ
と
続
く
と
思
っ
て
い
た
日
常
が

突
然
崩
れ
、
祖
父
と
筆
者
は
口
数
少
な
く
暗
く
な
り
ま
す
。

　

で
も
、
お
ば
あ
様
は
保
険
の
お
か
げ
で
個
室
に
入
り
、
安
心
し
て

手
術
を
受
け
退
院
で
き
ま
す
。「
生
命
保
険
っ
て
困
っ
た
時
助
け
て
く
れ
る

ヒ
ー
ロ
ー
み
た
い
」
と
い
う
表
現
が
か
っ
こ
い
い
で
す
ね
。

　

平
凡
な
日
常
の
あ
り
が
た
さ
が
し
み
じ
み
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

　

今
回
の
8
編
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
そ
ろ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
中
学
生
と
い
う
多
感
な
時
期
に
、
保
険
を
通
じ
て
家
族

の
大
切
さ
や
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
た
経
験
は
、
き
っ
と

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

改
め
て
、
本
日
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

優
秀
賞

　「
想
い
の
託
し
方
」　
前
田 

海
音
さ
ん

　　

こ
の
作
品
は
、
お
ば
あ
様
が
急
死
し
て
、
お
母
さ
ん
が
支
払
い
に
追
わ

れ
る
姿
か
ら
、
経
済
的
な
負
担
は
悲
し
み
と
向
き
合
う
こ
と
さ
え
妨
げ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
発
達
障
害
の
あ
る
お
兄
さ
ん
と
、
特
定
疾
患
を
抱
え
る
筆
者
に

ご
両
親
が
保
険
の
提
案
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

互
い
を
お
も
い
や
る
家
族
の
大
切

さ
と
保
険
の
役
割
が
き
ち
ん
と

書
か
れ
た
作
文
で
す
。

　
「
お
金
が
全
て
じ
ゃ
な
い
け
ど
、

お
金
に
愛
情
を
こ
め
る
こ
と
は

で
き
る
」
と
い
う
お
母
さ
ん
の

言
葉
が
い
い
で
す
ね
。

優
秀
賞

　「
私
の
夢
と
生
命
保
険
の
重
要
性
」　
勝 

心
々
絆
さ
ん

　

こ
の
作
品
は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、審
査
員
の
評
価
も
少
し
割
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
「
私
は
将
来
、プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
筆
者
の
決
意
表
明
が
あ
る
。
そ
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
は
ダ
ン
サ
ー
に

な
っ
た
私
が
、
も
し
怪
我
や
病
気
で
働
け
な
く
な
っ
た
時
に
助
け
て

く
れ
る
保
険
に
つ
い
て
の
考
察
で
す
。

　

他
の
作
品
と
は
少
し
毛
色
が
違
い
ま
す
。
で
も
個
性
的
で
と
て
も

前
向
き
な
作
文
で
す
。

　

私
自
身
は
高
く
評
価
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夢
に
向
か
っ
て
是
非
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

優
秀
賞

　「
も
し
も
の
日
と
、
や
さ
し
い
備
え
」　
奥
村 

俊
亮
さ
ん

　

こ
の
作
品
は
、
保
険
を
通
し
て
自
分
の
生
き
方
や
社
会
に
つ
い
て
深
く

考
え
た
作
文
で
す
。

　

身
近
な
方
の
死
や
病
気
と
いっ
た
出
来
事
に
遭
遇
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

テ
レ
ビ
で
見
た
高
速
道
路
の
事
故
か
ら
保
険
に
つ
い
て
お
母
さ
ん
と
話
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、
保
険

の
持
つ
安
心
と
未
来
へ
の
備
え

と
い
う
結
論
に
た
ど
り
着
く
。

　

文
章
も
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

話
の
展
開
も
大
変
上
手
だ
と

思
い
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
者

の
中
で
唯
一の
一
年
生
で
す
が
、

一
年
生
と
思
え
な
い
力
量
で
す
。
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受賞者代表より

北
海
道

　
札
幌
市
立
北
都
中
学
校 

三
学
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
達 

侑
歩
さ
ん 

　

こ
の
た
び
は
、
第
63
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
文
部
科
学
大
臣
賞

と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
、
最
初
は
信
じ
ら
れ
な
く
て
、
何
度

も
聞
き
返
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
驚
き
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
そ
ば
で

支
え
て
く
れ
た
大
好
き
な
家
族
、
そ
し
て
周
り
の
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
が
胸
に
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
作
文
に
書
い
た
の
は
、
母
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
の
出
来
事
で
す
。

突
然
の
不
安
の
中
で
、
母
が
加
入
し
て
い
た
生
命
保
険
が
、
経
済
的
に
も
、

心
の
面
で
も
、
私
た
ち
家
族
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
私
は
、
生
命
保
険
は
、“
お
金
の
安
心
”
だ
け
で
は
な
く
、

不
安
な
心
に
そ
っ
と
灯
り
を
と
も
し
て
く
れ
る
「
希
望
の
あ
か
り
」
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
私
は
も
う
一つ
大
切
な
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。

　

人
は
、
誰
か
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
気
持
ち
を

言
葉
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
優
し
さ
を
返
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

支
え
て
も
ら
っ
た
幸
せ
を
、
今
度
は
誰
か
に
返
し
て
い
け
る
人
に
な
り

た
い
。
感
謝
を
胸
に
、
優
し
さ
を
届
け
ら
れ
る
人
で
あ
り
た
い
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
私
ひ
と
り
の
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ば
で
支
え
て

く
れ
た
人
た
ち
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
て
こ
こ
に
立
つ
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
は
支
え
を
受
け
取
る
だ
け
で
な
く
、「
支
え

を
届
け
ら
れ
る
人
」
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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■
北
海
道

　
札
幌
市
立
北
都
中
学
校

　
「
開
拓
の
精
神
ー
先
人
の
創
造
的
豊
か
な

知
性
と
気
力
あ
ふ
れ
る
根
性
に
学
ぼ
う
」
を

教
育
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。た
く
ま
し
く
未
来

を
切
り
拓
く
力
を
育
み
、自
己
の
可
能
性
を

伸
ば
し
な
が
ら
、社
会
に
貢
献
で
き
る
生
徒
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

全
校
生
徒
5
7
0
名
が
在
籍
し
、挨
拶
を

大
切
に
す
る
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
合
唱
も
新
た
な
伝
統
と
し
て
根
づ
き
、

心
を
一つ
に
す
る
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。地
域

と
の
つ
な
が
り
も
強
く
、
校
区
内
清
掃
で
は

3
5
0
人
を
超
え
る
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
、感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
地
域
を

き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
H
e
a
r
t
f
u
l 

d
a
y

に
は「
あ
り
が
と
う
」
を
伝
え
る
ハ
ー
ト
の
カ
ー
ド

を
玄
関
前
に
貼
り
、小
さ
な
カ
ー
ド
が
集
ま
っ
て

大
き
な
ハ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
都
文
化
祭
で
は「
H
e
a
r
t
f
u
l
～

あ
た
た
か
い
心
で
つ
な
が
る
学
校
～
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、合
唱
や
○
×
ク
イ
ズ
、特
技
披
露
な
ど
で

全
校
が
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。人
懐
っ
こ
く
、

純
朴
で
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒
が
多
い
北
都
中

学
校
は
、こ
れ
か
ら
も
地
域
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

「
開
拓
の
精
神
」を
胸
に
未
来
を
創
造
し
て
い
き

ま
す
。

                           

（
蜂
屋
陽
子
先
生
よ
り
）

　
「
茶
碗
洗
い
や
っ
と
い
て
。」「
洗
濯
物
た
た
ん
で
お
い
て
。」「
勉
強
も
忘
れ
な
い
で
ね
。」
―
―

母
の
声
が
聞
こ
え
る
た
び
に
、「
忙
し
い
か
ら
あ
と
で
。」「
気
が
向
い
た
ら
や
る
よ
。」
と
、
つ
い
口
答

え
を
し
て
し
ま
う
。
本
当
は
、
母
が
ど
れ
ほ
ど
家
族
の
た
め
に
毎
日
大
変
な
家
事
を
し
て
い
る
か
、

気
付
い
て
い
た
は
ず
な
の
に
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
。

　

あ
る
日
の
夜
、
電
気
を
消
そ
う
と
し
た
時
、「
入
院
…
…
い
つ
か
ら
に
し
よ
う
か
な
。」
と
、
母
が

父
に
話
す
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。「
入
院
？
」私
は
ス
イ
ッ
チ
に
触
れ
た
手
が
止
ま
っ
た
。
胸
が「
キ
ュッ
」

と
な
っ
た
。
何
で
？
お
母
さ
ん
に
何
か
あ
っ
た
？
病
気
？
そ
れ
と
も
…
…
。
直
接
聞
き
た
い
け
れ
ど
、

怖
く
て
聞
け
ず
、
そ
の
日
は
よ
く
眠
れ
な
か
っ
た
。

　

数
日
後
、
母
と
二
人
で
出
か
け
た
帰
り
道
、「
ち
ょっ
と
話
が
あ
る
ん
だ
け
ど
ね
。」
と
言
わ
れ
、

私
は
身
構
え
た
。

　
「
お
母
さ
ん
、
卵
巣
腫
瘍
って
い
う
病
気
に
な
っ
ち
ゃって
、
手
術
と
入
院
が
必
要
な
の
。」

　

頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。
思
わ
ず
「
死
な
な
い
よ
ね
。」
と
聞
い
た
私
に
母
は
「
死
な
な
い
よ
。
で
も
、

卵
巣
を
取
る
か
ら
、も
う
赤
ち
ゃ
ん
は
産
め
な
い
か
も
し
れ
な
い
。」と
言
っ
た
。
妹
が
も
う
一人
欲
し
い
。

そ
ん
な
話
を
前
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
今
は
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
よ
り
母
が
生
き
て
い
て
く
れ
る
方
が

百
倍
大
事
だ
と
思
っ
た
。
手
術
へ
の
不
安
な
気
持
ち
も
あ
っ
た
が
、「
大
丈
夫
。
私
に
で
き
る
こ
と
は

任
せ
て
。
手
術
、
頑
張
っ
て
ね
。」
と
笑
顔
で
答
え
た
。
で
も
本
当
は
怖
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

笑
顔
で
い
る
こ
と
が
あ
ん
な
に
難
し
い
な
ん
て
初
め
て
知
っ
た
。
そ
れ
で
も
私
は
、
母
自
身
が
一
番

不
安
に
思
って
い
る
と
思
い
、
涙
は
必
死
で
こ
ら
え
た
。

　

母
は
生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
た
。
私
の
家
は
決
し
て
裕
福
で
は
な
い
。
手
術
や
入
院
に
か
か
る

費
用
は
大
き
な
負
担
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
医
療
特
約
の
つ
い
た
保
険
の
お
か
げ
で
、
手
術

費
も
入
院
費
も
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
た
。

　
「
自
分
の
こ
と
で
家
計
に
負
担
を
か
け
ず
に
済
ん
で
よ
か
っ
た
。」

そ
う
話
す
母
の
顔
に
は
安
心
し
た
よ
う
な
表
情
が
浮
か
ん
で
い
た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
生
命
保
険
は

家
計
だ
け
で
な
く
、
心
に
も
余
裕
を
与
え
て
く
れ
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　

母
の
入
院
中
、
家
事
は
私
と
父
と
妹
で
分
担
し
た
。
洗
濯
、
料
理
、
掃
除
、
四
歳
の
妹
の

お
世
話
…
…
。
段
々
、
自
分
の
時
間
は
な
く
な
っ
て
いっ
た
。
時
々
妹
は
「
マ
マ
に
会
い
た
い
。」
と

泣
き
な
が
ら
言
っ
て
き
た
。
私
も
そ
の
時
は
、
一
緒
に
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
。
今
ま
で
あ
ん
な
に

口
う
る
さ
い
と
思
って
い
た
母
が
、
こ
ん
な
に
恋
し
く
な
る
な
ん
て
…
…
。

　

母
の
退
院
の
日
。
私
は
「
お
か
え
り
。」
と
笑
顔
で
迎
え
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
で
も
、
母
の
顔
を

見
た
瞬
間
、
抑
え
て
い
た
感
情
が
あ
ふ
れ
、「
大
好
き
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。」
と
泣
い
て
抱
き

つ
い
て
し
ま
っ
た
。
母
は
始
め
驚
い
て
い
た
が
、
目
に
涙
を
いっ
ぱ
い
た
め
て
「
マ
マ
も
大
好
き
だ
よ
。」

と
言
い
、
優
し
く
抱
き
し
め
て
く
れ
た
。

　

私
は
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
二
つ
の
大
き
な
こ
と
に
気
付
い
た
。
一つ
目
は
、
母
の
存
在
の
大
き
さ
。

普
段
の
何
気
な
い
毎
日
が
、
母
の
力
で
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
二
つ
目
は
、
生
命
保
険
が

そ
っ
と
灯
し
て
く
れ
た
〝
希
望
の
あ
か
り
〟。
母
が
い
な
い
間
、
真
っ
暗
闇
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
の
は
、

そ
の
明
か
り
が
私
た
ち
家
族
の
足
元
を
照
ら
し
て
く
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　

母
の
命
が
助
か
っ
た
の
は
、
早
期
発
見
と
、
き
ち
ん
と
備
え
て
い
た
か
ら
だ
。『
保
険
に
つ
い
て

考
え
る
の
は
、
ま
だ
早
い
。』
と
思
っ
て
い
た
私
も
、
今
で
は
将
来
、
家
族
の
た
め
に
必
ず
保
険
に

入
ろ
う
と
決
め
て
い
る
。
ま
た
、私
は
こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
「
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
」

の
大
切
さ
も
学
ん
だ
。「
あ
り
が
と
う
」「
大
好
き
だ
よ
」
―
―
そ
れ
は
、
保
険
と
同
じ
く
ら
い

人
の
心
を
支
え
る
言
葉
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
私
は
、
保
険
に
入
る
だ
け
で
な
く
、
周
り
の

人
に
優
し
い
言
葉
や
行
動
を
届
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
大
切
な
人
を
守
り
た
い
。
そ
の

思
い
こ
そ
が
、
保
険
を
選
ぶ
時
の
私
の
原
点
に
な
る
と
思
う
。

もしもの夜にともる〝希望のあかり〟
～大切な人に「ありがとう」の気持ちを込めて～文部科学大臣賞
北海道　札幌市立北都中学校　3 学年　安達　侑歩
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私
の
母
は
と
て
も
心
配
性
だ
。「
も
し
何
か
あ
っ
た
ら
困
る
や
ろ
。」
が
口
癖
で
、
様
々
な
こ
と
に

前
も
っ
て
計
画
し
、
準
備
す
る
よ
う
私
に
も
要
求
し
て
く
る
。
良
く
言
え
ば
計
画
的
で
慎
重
で
、

責
任
感
の
あ
る
人
な
の
だ
が
、
神
経
質
に
思
え
、
正
直
口
う
る
さ
く
煩
わ
し
い
時
が
あ
り
、

よ
く
衝
突
し
て
い
た
。
長
め
の
外
出
の
際
は
、
出
発
前
に
必
ず
掃
除
を
始
め
る
。
帰
っ
て
か
ら
で

良
い
の
で
は
と
聞
く
と
、「
何
か
あ
っ
て
無
事
に
帰
れ
な
か
っ
た
時
、
誰
か
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い

家
を
見
ら
れ
る
の
は
嫌
。」
ら
し
い
。
出
か
け
る
際
の
荷
物
は
、も
し
も
を
想
定
し
て
多
く
な
る
。

母
の
想
定
す
る
も
し
も
が
起
き
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
あ
る
日
、
母
が
通
帳
や
書
類
を
集
め
て

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
驚
い
た
。「
ま
だ
そ
ん
な
年
齢
で

は
な
い
だ
ろ
う
。」
と
言
う
と
、「
も
し
も
の
時
に
困
ら
な
い
で
し
ょ
。
何
か
が
あ
っ
た
ら
、
お
金
や

保
険
や
ら
ま
と
め
て
い
る
か
ら
こ
れ
を
見
て
な
。」
と
い
う
会
話
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

遺
影
用
の
写
真
を
準
備
し
て
お
こ
う
と
毎
年
父
と
お
互
い
の
写
真
を
撮
っ
た
り
、
母
が
も
し
病
気
に

か
か
っ
た
り
、
死
ん
だ
ら
と
い
う
話
を
笑
い
な
が
ら
し
て
く
る
。
母
が
明
る
く
病
気
や
死
に
つ
い
て

言
う
の
は
不
謹
慎
な
気
が
し
て
嫌
だ
っ
た
。
初
め
て
保
険
の
種
類
や
仕
組
み
、
成
り
立
ち
や
必
要
性

を
学
ん
だ
が
、
母
の
考
え
方
へ
の
私
の
感
じ
方
が
少
し
変
わ
っ
た
。

　

家
族
が
ど
ん
な
生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
聞
く
と
、
医
療
、
死
亡
、
介
護
、
こ
ど
も
、

年
金
と
種
類
が
多
か
っ
た
。
ま
た
掛
け
金
の
結
構
な
額
に
驚
き
、「
高
い
な
ぁ
、
必
要
な
ん
だ
ろ
う

け
れ
ど
健
康
な
ら
返
っ
て
こ
な
い
お
金
、
起
こ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の
に
こ
ん
な
に
支
払
う
の

は
も
っ
た
い
な
い
気
が
す
る
。」
と
言
う
と
、「
自
分
は
大
丈
夫
と
は
思
っ
た
ら
ダ
メ
よ
。
万
が
一の

時
は
本
当
に
助
か
る
よ
。
で
も
ほ
ん
ま
に
高
い
な
ぁ
。」
と
母
は
笑
っ
て
い
た
。
最
近
母
は
病
気
で

手
術
や
入
院
を
し
た
が
、
そ
の
際
に
生
命
保
険
の
給
付
を
受
け
た
ら
し
い
。「
あ
な
た
も
二
回
ほ
ど

生
命
保
険
の
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
あ
る
よ
。」
と
言
わ
れ
、
若
い
私
が
そ
ん
な
万
が
一に
な
ん
て

当
面
は
直
面
し
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
で
驚
き
、
生
命
保
険
に
興
味
が
湧
い
た
。

　

両
親
は
私
が
誕
生
し
て
す
ぐ
に
私
の
将
来
の
た
め
の
学
資
と
医
療
が
一
緒
に
な
っ
た
こ
ど
も
保
険
に

加
入
し
て
く
れ
た
。
こ
の
保
険
は
、
私
の
教
育
資
金
の
備
え
の
た
め
、
親
の
も
し
も
の
時
、
そ
の

後
の
掛
け
金
は
支
払
い
免
除
に
な
る
も
の
だ
。
生
ま
れ
て
す
ぐ
、
私
の
将
来
を
考
え
て
く
れ
た

こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
私
は
一
歳
前
後
に
二
度
、
手
術
、
入
院
を
し
た
そ
う
だ
。
乳
児
の
入
院
の

場
合
、
親
な
ど
が
病
室
に
泊
ま
り
込
ん
で
世
話
を
す
る
付
き
添
い
入
院
が
一
般
的
で
、
急
だ
っ
た

た
め
、
何
の
準
備
も
で
き
ず
大
変
困
っ
た
そ
う
だ
。
父
は
仕
事
で
忙
し
く
頻
繁
に
は
病
院
に

顔
を
出
せ
ず
、
祖
父
母
も
県
外
で
遠
方
な
う
え
、
当
時
は
曾
祖
父
母
の
介
護
の
た
め
頼
れ
ず
、

母
は
一日
中
私
と
病
院
に
い
て
帰
宅
も
外
出
も
で
き
な
か
っ
た
。
幼
く
よ
く
泣
く
た
め
、
設
備
の

整
っ
た
個
室
に
入
り
、
食
事
や
日
用
品
は
院
内
の
移
動
販
売
を
利
用
し
て
い
た
そ
う
だ
。
個
室
の

差
額
代
や
食
料
費
等
は
結
構
要
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
保
険
に
加
入
し
て
い
た
の
で
、
費
用
を

気
に
せ
ず
安
心
し
て
私
の
世
話
に
専
念
で
き
た
ら
し
い
。
も
し
保
険
が
な
か
っ
た
ら
、
た
だ
で
さ
え

子
供
の
こ
と
が
心
配
な
の
に
お
金
の
こ
と
も
気
に
し
て
い
た
ら
も
っ
と
不
安
だ
っ
た
と
思
う
と
言
っ
て

い
た
。
生
命
保
険
が
身
近
な
も
の
に
感
じ
た
。

　

生
命
保
険
に
入
っ
た
理
由
を
聞
く
と
、「
自
分
と
家
族
の
た
め
だ
よ
。
万
が
一の
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
あ
な
た
に
我
慢
を
さ
せ
た
り
、
将
来
を
諦
め
さ
せ
た
く
な
い
。
病
気
に
な
っ
た
ら
気
兼
ね
な
く

安
心
し
て
治
し
た
い
し
、
老
後
は
家
族
に
金
銭
等
で
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
か
ら
だ
よ
。」
と

答
え
て
く
れ
た
。
万
が
一
に
備
え
る
生
命
保
険
は
大
切
な
人
へ
の
思
い
や
り
で
あ
る
と
思
っ
た
。

煩
わ
し
さ
を
感
じ
て
い
た
母
の
心
配
性
も
、
私
へ
の
思
い
や
り
故
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
少
々
行
き

過
ぎ
の
と
こ
ろ
が
あ
る
け
れ
ど
、
少
し
は
耳
を
傾
け
、
適
度
に
見
習
っ
て
い
こ
う
か
と
考
え
た
。

私
は
数
年
後
に
は
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
成
人
と
な
る
。
そ
の
時
は
将
来
設
計
や
備
え
を

し
っ
か
り
と
行
な
っ
て
、
私
も
大
切
な
人
を
思
い
や
り
、
守
り
た
い
と
思
っ
た
。
「
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
」、
生
命
保
険
は
ま
さ
に
そ
れ
だ
と
思
う
。

「思いやり」の生命保険
兵庫県　白陵中学校　3 学年　原田　悠生

全日本中学校長会賞

■
兵
庫
県

　
白
陵
中
学
校
　

　

白
陵
中
学
校
は
兵
庫
県
高
砂
市
に
あ
る

私
立
の
男
女
共
学
の
中
学
校
で
す
。本
学
園
は

人
本
主
義
の
精
神
に
則
り
、「
研
究
と
訓
練
」

「
独
立
不
羈
」「
正
明
闊
達
」を
校
是
と
し
ま
す
。

深
遠
な
る
洞
察
力
と
高
い
学
識
を
持
ち
、事
に

当
た
っ
て
責
任
感
と
勇
猛
心
あ
る
人
材
た
る

基
礎
を
養
う
こ
と
を
学
園
創
設
の
本
旨
と
し
て

い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
一
学
年
に
約
2
0
0
名
が
在
籍

し
て
い
ま
す
が
、目
の
行
き
届
い
た
き
め
細
か
い

指
導
を
展
開
す
る
た
め
、教
員
1
名
に
対
し

生
徒
約
12
名
余
り
と
い
う
組
織
編
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、学
習
面
、生
活
面
、そ
の
他

課
外
活
動
に
至
る
ま
で
先
生
と
生
徒
と
保
護

者
の
よ
り
密
接
な
信
頼
関
係
を
作
り
上
げ
て

い
ま
す
。ま
た
、本
学
園
は
、山
裾
の
約
1
0
4
，

0
0
0
㎡
の
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
人
家
の

密
集
地
を
離
れ
、緑
の
山
並
み
と
小
鳥
さ
え

ず
る
林
に
囲
ま
れ
た
絶
好
の
環
境
に
あ
り

ま
す
。空
気
は
あ
く
ま
で
清
浄
、勉
学
を
妨
げ
る

騒
音
も
な
く
、ま
た
、四
季
折
々
の
自
然
や
生
物

た
ち
の
営
み
を
肌
で
触
れ
あ
い
な
が
ら
生
徒

た
ち
は
毎
日
を
恵
ま
れ
た
環
境
で
生
活
し
て

い
ま
す
。

　
「
英
才
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
」
本

学
園
で
、生
徒
た
ち
は
勉
学
に
、部
活
動
に
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

                   　

  

（
山
科
祐
一
先
生
よ
り
）
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母の病気と生命保険
福岡県　太宰府市立太宰府中学校　3 学年　青栁　優里菜

生命保険文化センター賞

　

昨
年
の
秋
、
母
か
ら
「
悪
性
の
乳
ガ
ン
だ
か
ら
で
き
る
だ
け
早
く
手
術
を
し
た
方
が
良
い
と

医
師
か
ら
勧
め
ら
れ
た
。」
と
告
げ
ら
れ
た
。
私
は
エッ
⁉
っ
と
い
う
言
葉
以
外
に
何
も
言
え
ず
、

驚
き
と
シ
ョッ
ク
で
た
だ
母
の
側
に
寄
り
添
う
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

固
ま
る
私
に
母
は
、「
大
丈
夫
だ
か
ら
。
手
術
を
し
て
腫
瘍
を
取
る
の
。
前
入
り
で
入
院
し
て

金
曜
日
に
手
術
を
受
け
る
。
日
曜
日
に
は
退
院
す
る
か
ら
迎
え
に
来
て
ね
。
木
曜
日
と
金
曜
日
の

お
夕
飯
は
作
り
置
き
し
て
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
る
か
ら
温
め
て
食
べ
て
ね
。
お
母
さ
ん
が
居
な
い
間

ケ
ン
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
と
お
父
さ
ん
の
こ
と
を
頼
む
わ
ね
。」
と
淡
々
と
言
っ
た
。
母
が
医
師
か
ら

打
診
さ
れ
た
手
術
日
は
私
が
修
学
旅
行
へ
行
く
日
だ
っ
た
た
め
、
娘
が
心
配
し
て
修
学
旅
行
が

楽
し
め
な
く
な
る
の
は
嫌
だ
か
ら
と
医
師
に
話
し
母
の
気
遣
い
で
手
術
日
を
一
週
間
延
ば
し
た
ら

し
い
。
ガ
ン
の
手
術
を
受
け
る
こ
と
も
私
と
父
と
母
の
妹
だ
け
に
し
か
言
わ
ず
、
介
護
を
必
要
と

す
る
祖
父
母
に
言
わ
な
い
の
は
心
配
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
母
の
希
望
だ
っ
た
。
ガ
ン
と
言
わ
れ

て
シ
ョッ
ク
を
受
け
て
い
る
は
ず
な
の
に
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
と
思
う
の
に
、

自
分
の
こ
と
よ
り
私
や
父
の
こ
と
を
心
配
し
て
気
遣
う
優
し
さ
に
母
は
強
い
人
だ
な
と
思
っ
た
。

母
に
怖
く
な
い
の
？
と
聞
く
と
、「
手
術
を
受
け
る
こ
と
へ
の
怖
さ
は
あ
ま
り
な
い
け
ど
、
不
安
が

あ
る
と
す
れ
ば
金
銭
面
か
な
。」
と
母
は
言
っ
た
。

　
「
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
た
時
に
真
っ
先
に
電
話
し
た
の
は
誰
だ
と
思
う
？
」
と
聞
か
れ
、
お
父
さ
ん

か
な
と
答
え
る
と
母
は
保
険
会
社
の
担
当
者
さ
ん
と
笑
っ
て
言
っ
た
。
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
て
も
申
請
で
き
る
の
は
手
術
が
終
わ
っ
て
退
院
し
た
後
で
、
医
療
費
の
入
金
も
申
請
し
て
か
ら

数
日
後
な
の
で
手
術
費
も
入
院
費
も
自
費
と
な
る
。
医
療
費
の
申
請
書
類
を
郵
送
し
て
も
ら
う

た
め
に
保
険
会
社
の
担
当
者
に
一
番
に
電
話
し
た
の
だ
と
い
う
。
生
活
費
を
や
り
繰
り
す
る
上
で

受
験
生
と
な
る
私
の
サ
ポ
ー
ト
や
ま
と
ま
っ
た
教
育
費
も
必
要
と
な
る
こ
と
へ
の
心
配
も
大
き
か
っ
た

よ
う
だ
。

　

医
師
や
看
護
師
と
保
険
会
社
の
親
身
な
サ
ポ
ー
ト
の
お
陰
で
無
事
に
手
術
が
終
わ
り
家
族
で

新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
母
は
春
先
か
ら
受
け
る
放
射
線
治
療
に
は
手
術
の
時
と
は

違
っ
て
か
な
り
悩
ん
で
い
た
。
金
銭
面
の
負
担
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
何
よ
り
放
射
線
を
受
け
る

こ
と
で
他
の
臓
器
へ
の
リ
ス
ク
や
副
作
用
、
そ
し
て
何
よ
り
胸
の
色
や
形
が
変
わ
る
こ
と
へ
の
辛
さ
が

同
性
の
私
に
は
よ
く
理
解
で
き
た
。

　

放
射
線
治
療
が
術
後
の
検
査
で
予
定
し
て
い
た
日
数
よ
り
も
延
び
て
し
ま
い
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス

が
増
す
中
、
看
護
師
さ
ん
の
励
ま
し
や
病
人
扱
い
を
せ
ず
普
段
と
何
一つ
変
わ
ら
ず
に
接
す
る

私
と
父
の
存
在
が
何
よ
り
も
心
強
く
辛
い
日
々
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
と
母
が
言
っ
て
私
は

ホ
ッ
と
し
た
。

　

母
は
保
険
は
お
守
り
で
使
わ
ず
に
済
む
こ
と
が
何
よ
り
だ
け
れ
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
ら

れ
る
心
強
い
味
方
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
年
齢
に
合
わ
せ
て
保
険
を
見
直
す
こ
と
の
大
切
さ
、
成
人

し
た
ら
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
私
に
教
え
て
く
れ
た
。
母
の
病
気
を
き
っ
か
け

に
生
命
保
険
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
以
前
よ
り
も
増
し
て
医
療
に
関
わ
る
仕
事
へ

の
関
心
も
湧
い
た
。
私
も
大
切
な
人
を
支
え
守
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
思
う
。

■
福
岡
県

　
太
宰
府
市
立
太
宰
府
中
学
校

　

太
宰
府
中
学
校
は
、「
自
ら
の
手
で
未
来
を

創
る
こ
と
の
で
き
る
自
立
し
た
生
徒
の
育
成
」

を
教
育
目
標
に
掲
げ
、生
徒
が
主
体
的
に
行
事

や
生
徒
会
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
重
視
し
て

い
ま
す
。体
育
祭
や
文
化
祭
で
は
、リ
ー
ダ
ー
の

生
徒
が
他
の
生
徒
を
巻
き
込
み
、共
に
盛
り

上
が
る
こ
と
で
、生
徒
の
心
に
残
る
行
事
と
な
り

ま
し
た
。

　

学
習
面
で
は
、各
教
科
の
単
元
ご
と
に
ま
と

め
ら
れ
た
A
４
サ
イ
ズ
の
M
I
C
H
I
Z
A
N
E

プ
リ
ン
ト
を
活
用
し
、生
徒
は
自
分
に
必
要
な

学
習
内
容
を
選
ん
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、学
年
を
問
わ
ず
必
要
な

学
習
に
取
り
組
め
る
た
め
、基
礎
学
力
の
定
着

と
理
解
の
深
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
や
社
会
体
育
活
動
も
盛
ん
で
、多
く

の
生
徒
が
日
々
全
力
で
練
習
に
取
り
組
み
、成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
の
お
祭
り
の

運
営
や
資
源
回
収
な
ど
の
地
域
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、地
域
に
積
極
的
に
貢
献
で
き
る
生
徒

も
多
く
育
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、学
び
と
活
動
の
両
面
で
自
立

し
た
生
徒
を
育
て
て
い
ま
す
。

                    

（
寺
本
龍
生
先
生
よ
り
）
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想いの託し方
北海道　藤女子中学校　3 学年　前田　海音

優 秀 賞

　

今
年
の
夏
の
朝
、
祖
母
が
急
死
し
た
。
突
然
す
ぎ
て
実
感
も
わ
か
な
い
ま
ま
、
母
は
支
払
い
や

手
続
き
に
追
わ
れ
た
。
そ
ん
な
最
中
母
は
「
私
が
死
ん
だ
ら
ま
ず
保
険
会
社
に
連
絡
ね
。
証
券

こ
れ
ね
。」
と
私
に
指
示
し
た
。
祖
母
は
保
険
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
。
経
済
的
な
負
担
は
、

時
に
悲
し
み
と
向
き
合
う
こ
と
さ
え
妨
げ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
え
た
。
私
は
も
う
会
え
な
い

祖
母
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
万
が
一の
時
大
切
な
人
に
お
金
を
遺
せ
る
こ
と
は
、
こ
の
世
を

去
る
人
に
も
、
残
さ
れ
る
人
に
も
、
感
謝
と
安
心
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　

同
じ
夏
、
兄
が
成
人
を
迎
え
た
。
父
母
は
兄
に
医
療
保
険
加
入
を
提
案
し
た
。
様
々
な
意
思

決
定
が
十
八
歳
か
ら
は
独
自
に
行
え
る
。
そ
の一
歩
と
し
て
の
兄
へ
の
打
診
だ
っ
た
。
父
が
「
希
望
が

叶
え
ば
家
を
出
て
新
し
い
生
活
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
よ
ね
。
少
し
で
も
不
安
な
く
充
実
し
た

人
生
を
送
る
た
め
に
、
保
険
と
い
う
後
ろ
盾
が
必
要
だ
と
感
じ
た
ら
手
続
き
を
し
よ
う
。」
と

兄
に
資
料
を
渡
し
た
。
兄
は
発
達
障
害
が
あ
る
。
口
頭
の
指
示
は
理
解
し
づ
ら
く
、
注
意
力
も

散
漫
だ
。
周
り
の
理
解
に
恵
ま
れ
て
な
ん
と
か
高
校
卒
業
に
は
漕
ぎ
着
け
る
気
配
だ
が
、
そ
の
後
の

自
立
と
な
る
と
あ
ま
り
に
も
不
安
要
素
は
多
い
。
兄
は
「
保
険
が
必
要
な
状
況
の
イ
メ
ー
ジ

わ
か
な
い
。
す
ぐ
は
決
め
ら
れ
な
い
。」と
言
っ
た
。
私
も
三
年
後
、成
人
し
た
自
分
を
想
像
す
る
。

私
は
特
定
疾
患
が
あ
る
た
め
、
先
日
の
入
院
で
医
師
か
ら
「
高
校
卒
業
し
た
後
も
、
治
療
を

考
え
る
と
大
学
病
院
に
通
院
が
可
能
な
範
囲
で
の
進
学
や
就
職
が
望
ま
し
い
か
な
あ
。」
と
説
明

さ
れ
た
。
今
と
変
わ
ら
な
い
守
ら
れ
た
環
境
で
、「
自
立
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
つ
き
に
く
い
。

自
分
に
必
要
な
も
の
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
は
、
今
の
兄
と
私
に
は
難
問
だ
。

　
「『
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
』
を
し
て
み
る
と
い
い
。
将
来
ど
ん
な
人
生
を
送
り
た
い
か
の
構
想
を

描
く
こ
と
で
必
要
な
準
備
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
思
う
よ
。」
と
父
が
言
っ
た
。
そ
れ
は
今
の

自
分
を
出
発
点
と
し
て
自
分
の
資
源
を
見
出
し
、
生
き
方
を
問
い
直
し
、
将
来
を
見
通
し
て

人
生
を
考
え
る
こ
と
ら
し
い
。
進
学
、
就
職
、
結
婚
、
出
産
な
ど
様
々
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を

想
定
し
、
目
標
の
実
現
を
お
金
の
面
か
ら
支
え
る
合
理
的
な
設
計
書
を
作
成
す
る
。「
そ
の
中
で

自
己
保
有
し
き
れ
な
い
リ
ス
ク
を
ヘッ
ジ
す
る
の
が
保
険
の
役
割
。
リ
ス
ク
を
認
識
し
て
、
ど
こ

ま
で
の
リ
ス
ク
な
ら
自
己
保
有
で
き
て
、
ど
の
部
分
は
保
険
で
カ
バ
ー
す
る
か
を
見
極
め
る
こ
と

が
大
切
な
ん
だ
。」
と
父
は
言
う
。

　

兄
は
保
険
加
入
を
決
め
た
。「
マ
マ
（
祖
母
の
渾
名
）、
最
後
に
僕
ら
に
夢
を
叶
え
て
幸
せ
に

生
き
て
欲
し
い
っ
て
伝
え
た
か
っ
た
と
思
う
ん
だ
。
不
測
の
事
態
が
起
き
て
も
保
険
が
あ
れ
ば
、

き
っ
と
夢
を
諦
め
な
い
で
頑
張
れ
る
。
想
い
の
託
し
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
け
れ
ど
、
保
険
っ
て
ラ
ス
ト

ラ
ブ
レ
タ
ー
と
も
言
う
ん
だ
っ
て
。
自
分
が
い
な
く
な
っ
た
後
も
大
切
な
人
に
想
い
を
届
け
て
守
っ
て

く
れ
る
な
ん
て
、
分
身
が
い
る
み
た
い
で
心
強
い
な
。『
も
し
も
の
時
は
お
互
い
様
』
の
気
持
ち
で

成
立
す
る
保
険
っ
て
、
愛
だ
よ
ね
。」
と
話
し
た
。
見
知
ら
ぬ
人
達
が
手
を
取
り
合
い
、
誰
か
の

夢
や
人
生
を
支
え
る
。
保
険
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
私
達
兄
妹
に
と
っ
て
自
立
と
い
う
人
生
の

目
標
へ
の
見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
で
、あ
ら
た
め
て
家
族
や
周
り
の
人
に
感
謝
す
る
唯
一の
機
会
だ
っ
た
。

よ
し
、
私
も
病
気
を
言
い
訳
に
せ
ず
、
や
り
た
い
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
を
見
つ
け
よ
う
。

　

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
こ
の
言
葉
は
元
々
「
普
段
か
ら
危
な
い
所
を
『
知
る
』
と
、
そ
こ

か
ら
何
か
し
よ
う
と
思
う
か
ら
、備
え
る
の
で
何
か
あ
っ
て
も
大
丈
夫
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
だ
。

備
え
る
た
め
に
は
知
る
。
具
体
的
な
「
憂
い
」
す
な
わ
ち
危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
ど
う

対
処
す
べ
き
か
と
い
う
備
え
が
構
築
さ
れ
る
。
自
然
災
害
や
未
曾
有
の
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
や
戦
争

な
ど
、
ま
さ
か
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
起
こ
る
時
代
だ
。
万
が
一の
際
に
、
自
分
や
誰
か
を
守
る
。

そ
の
手
段
の一つ
が
保
険
だ
と
思
う
。

「
お
金
は
選
択
肢
だ
よ
。
な
り
た
い
自
分
へ
の
可
能
性
が
確
保
で
き
る
。
私
は
保
険
で
想
い
を

あ
な
た
た
ち
に
託
す
。
お
金
が
全
て
じ
ゃ
な
い
け
ど
、お
金
に
愛
情
を
込
め
る
こ
と
は
で
き
る
か
ら
。」

母
は
言
う
。
私
は
託
さ
れ
た
想
い
を
胸
に
、
自
分
の
人
生
を
歩
む
。
祖
母
も
き
っ
と
、
見
守
っ
て

く
れ
て
い
る
。

■
北
海
道

　
藤
女
子
中
学
校

　

本
校
は
北
海
道
札
幌
市
に
あ
り
ま
す
カ
ト

リ
ッ
ク
系
の
中
高
一
貫
の
女
子
校
で
す
。今
年
度

創
立
百
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。十
二
歳
か
ら

十
八
歳
ま
で
の
人
格
形
成
に
お
け
る
最
も
大
切
な

六
年
間
を
、女
子
だ
け
と
い
う
落
ち
つ
い
た
環
境

で
過
ご
し
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
に
基
づ
い
た

心
の
教
育
と
六
十
五
分
授
業
の
実
施
に
よ
っ
て

次
世
代
を
担
う
女
性
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

六
十
五
分
授
業
で
は
、基
礎
学
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、正
解
の
な
い

問
い
や
答
え
が
一
つ
で
は
な
い
問
い
に
挑
戦
し
、

仮
説
を
導
き
出
す
過
程
で
論
理
的
思
考
力
、

構
造
を
的
確
に
表
現
す
る
力
、様
々
な
可
能
性

か
ら
判
断
し
最
適
解
を
導
き
出
す
力
を
身
に

つ
け
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
、音
楽
、美
術
、勉
強
、化
学
等
様
々

な
分
野
に
興
味
を
持
つ
生
徒
が
多
く
、多
感
な

時
期
に
色
々
な
価
値
観
と
触
れ
合
う
こ
と
で

幅
広
い
見
識
を
得
る
環
境
と
し
て
大
変
良
い

空
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

               　
　

 　
  

（
押
切
大
輔
先
生
よ
り
）
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私の夢と生命保険の重要性
福島県　いわき市立植田東中学校　3 学年　勝　心々絆

優 秀 賞

　

私
は
将
来
、
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ン
ス
は
小
さ
い
頃
か
ら
続
け
て

い
て
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
て
い
る
と
、
自
分
の
気
持
ち
や
想
い
を
表
現
で
き
る
気
が

し
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
と
き
の
高
揚
感
や
、
見
て
い
る
人
と
心
が
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
る

瞬
間
が
、
と
て
も
好
き
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
ダ
ン
ス
を
続
け
て
い
き
た
い
し
、

そ
れ
を
仕
事
に
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
幸
せ
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
最
近
、「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
す
る
」
こ
と
の
大
変
さ
に
つ
い
て
も
、
少
し
ず
つ
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ダ
ン
ス
の
先
生
が
、「
ダ
ン
サ
ー
は
体
が
全
て
。
ケ
ガ
を
し
た
ら
踊
れ
な
い
し
、

収
入
も
止
ま
っ
て
し
ま
う
。」
と
話
し
て
い
た
の
を
聞
い
た
と
き
、
夢
を
追
う
こ
と
の
厳
し
さ
に

改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
毎
日
の
練
習
で
は
、
足
を
ひ
ね
っ
た
り
、
転
ん
だ
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
も
し
そ
の
ケ
ガ
が
大
き
か
っ
た
ら
、何
カ
月
も
踊
れ
な
く
な
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
生
命
保
険
」
の
存
在
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
私
は
今
ま
で
、
保
険
と
い
え
ば
お
年

寄
り
や
病
気
に
な
っ
た
人
が
使
う
も
の
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も

調
べ
て
み
る
と
、
私
の
よ
う
に
体
を
使
う
仕
事
を
目
指
し
て
い
る
人
に
は
、
と
て
も
身
近
で
大
切
な

も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
で
も
、
ケ
ガ
や
病
気
で
仕
事
が
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

と
き
、
保
険
に
助
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
生
命
保
険
に
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
入
院

し
た
と
き
に
保
障
さ
れ
る
も
の
、
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
助
け
て
く
れ
る
も
の
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ダ
ン
サ
ー
の
よ
う
な
職
業
で
は
、
ケ
ガ一つ
で
長
く
踊
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
間
は
収
入
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
と
き
、

保
険
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
る
し
、
生
活
の
不
安
も
少
し
軽
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
の
授
業
で
の
「
職
業
調
べ
」
で
は
ダ
ン
サ
ー
は
会
社
員
の
よ
う
に
安
定
し
た

給
料
や
保
障
が
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
自
分
で
仕
事
を
と
っ
て
、
自
分
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

管
理
し
、
そ
し
て
自
分
で
生
活
を
守
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
保
険
は
「
も
し
も
」
の

と
き
の
心
の
支
え
に
な
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、「
夢
を
叶
え
る
こ
と
」
に
ば
か
り
目
を
向
け
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
の
夢
を

「
続
け
て
い
く
こ
と
」
の
大
切
さ
に
も
気
づ
き
始
め
ま
し
た
。
ダ
ン
サ
ー
に
な
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
ず
っ
と
続
く
と
は
限
ら
な
い
。
ケ
ガ
や
病
気
、
生
活
の
変
化
、
そ
う
い
っ
た
「
も
し
も
」

に
も
目
を
向
け
て
お
く
こ
と
が
、
本
当
の
意
味
で
夢
と
向
き
合
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

夢
を
見
る
こ
と
と
、
現
実
を
知
る
こ
と
は
、
き
っ
と
ど
ち
ら
も
大
切
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も

ダ
ン
ス
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
同
時
に
、
自
分
の
体
を
大
切
に
し
、
将
来
に

つ
い
て
も
し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

生
命
保
険
は
、
す
ぐ
に
必
要
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
備
え

を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
夢
に
向
か
う
私
に
と
っ
て
大
切
な
一
歩
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
生
き
て
い
け
る
未
来
を

目
指
し
て
、
努
力
と
準
備
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
自
分
の
知
識
と
し
て
心
に

留
め
、
周
り
の
人
に
も
「
生
命
保
険
」
に
つ
い
て
知
ら
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
福
島
県

　
い
わ
き
市
立
植
田
東
中
学
校 

　

植
田
東
中
学
校
は
、い
わ
き
市
の
沿
岸
部
に

位
置
し
つ
つ
、
周
囲
は
山
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

自
然
が
豊
か
で
と
て
も
静
か
な
環
境
の
中
に

あ
り
ま
す
。
全
校
生
２
０
３
名
で
、
明
る
く

の
び
の
び
と
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

東
中
と
い
え
ば
、伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

い
る
の
が
「
あ
い
さ
つ
」
で
す
。
登
下
校
時
に

校
門
か
ら
車
が
校
地
に
入
っ
て
く
る
と
き
や

出
て
行
く
と
き
に
は
、生
徒
は
み
な
、車
の
方
を

向
い
て
会
釈
を
し
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
先
生
方
や
保
護
者
、地
域
の
方
々
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
中
は
生
徒
会
活
動
が
盛
ん
で
す
。

「
生
徒
が
つ
く
る
東
中
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、全
校
生
の
手
で
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
運
営

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。生
徒
会
役
員
が
、

学
校
行
事
の
企
画
・
運
営
の
中
心
と
な
り
、

体
育
祭
や
文
化
祭
で
は「
一
人
一
役
」を
目
標
に

全
員
が
何
か
し
ら
の
形
で
関
わ
り
、大
成
功
を

収
め
ま
し
た
。行
事
な
ど
に
と
て
も
意
欲
的
に

取
り
組
む
学
校
で
す
。

                    　

    
（
佐
川
智
恵
先
生
よ
り
）
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もしもの日と、やさしい備え
滋賀県　草津市立草津中学校　1 学年　奥村　俊亮

優 秀 賞

　

あ
る
日
の
夜
、
テ
レ
ビ
で
流
れ
て
い
た
ニュ
ー
ス
に
僕
は
目
を
奪
わ
れ
た
。
高
速
道
路
で
起
き
た

大
き
な
事
故
。
乗
っ
て
い
た
家
族
全
員
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
画
面
に
は
、
お
も
ち
ゃ
の
落
ち
た

車
の
座
席
や
、
ぬ
れ
た
ぬ
い
ぐ
る
み
が
映
っ
て
い
た
。『
こ
の
家
族
、
つ
い
さ
っ
き
ま
で
笑
っ
て
た
ん

や
ろ
な
。』
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
と
き
、
胸
の
奥
が
き
ゅっ
と
苦
し
く
な
っ
た
。

　

僕
は
そ
れ
ま
で
「
死
」
と
い
う
も
の
を
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
道
徳
の

授
業
や
ニ
ュ
ー
ス
で
は
見
聞
き
す
る
。
で
も
、
自
分
に
は
関
係
の
な
い
遠
い
世
界
の
話
の
よ
う
に

思
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
、
そ
の
日
見
た
ニュ
ー
ス
は
、
い
つ
も
の
日
常
が
一
瞬
で
消
え
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

次
の
日
、
た
ま
た
ま
学
校
で
避
難
訓
練
が
あ
っ
た
。
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
だ
っ
た
け
れ
ど
、

先
生
が
言
っ
た
言
葉
が
心
に
残
っ
て
い
る
。「
も
し
も
は
い
つ
か
本
当
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」

そ
の
「
も
し
も
」
を
考
え
る
こ
と
が
不
安
に
備
え
る
第
一
歩
な
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
夜
、

僕
は
ふ
と
家
で
こ
ん
な
質
問
を
し
た
。「
う
ち
っ
て
保
険
入
っ
て
る
ん
？
」
母
は
ち
ょっ
と
驚
い
た

顔
を
し
て
か
ら
「
入
っ
て
る
よ
。
い
ろ
い
ろ
と
。
な
ん
で
？
」
と
聞
き
返
し
て
き
た
。
「
い
や

昨
日
の
ニュ
ー
ス
で
。」
と
説
明
す
る
と
、
母
は
少
し
真
剣
な
顔
に
な
っ
た
。

「
保
険
っ
て
ね
、
何
か
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
心
ま
で
守
っ
て
く
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
で
も
お
金
の

こ
と
で
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
る
。
そ
う
い
う
見
え
な
い
安
心
な
ん
や
と
思
う
。」

母
の
言
葉
は
、
ど
こ
か
切
な
く
あ
た
た
か
か
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
僕
は
「
生
命
保
険
」
に
つ
い
て
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
調
べ
て
み
た
。
保
険
料
を

払
う
こ
と
で
、
万
が
一の
と
き
に
大
き
な
お
金
が
出
る
仕
組
み
。
そ
れ
は
残
さ
れ
た
家
族
が
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
備
え
だ
っ
た
。
さ
ら
に
知
っ
て
驚
い
た
の
は
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど

の
家
庭
が
な
ん
ら
か
の
生
命
保
険
に
入
っ
て
い
る
こ
と
。
で
も
、
そ
の
内
容
を
理
解
し
て
い
な
い

人
も
多
い
ら
し
い
。

　

な
ん
と
な
く
思
っ
た
。
保
険
っ
て
「
今
日
を
安
心
し
て
生
き
る
た
め
の
、
未
来
へ
の
約
束
」

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
自
転
車
で
通
学
し
て
い
る
と
き
、
い
つ
誰
に
ぶ
つ
か
る
か
分
か
ら

な
い
。
家
に
い
る
と
き
で
も
、
地
震
や
火
事
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
「
何
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
毎
日
」
の
中
で
人
は
少
し
で
も
安
心
し
た
く
て
、
保
険
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

僕
は
、
ま
だ
中
学
生
だ
し
、
保
険
に
入
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
で
も
母
が
そ
う
し
て
く
れ
る

こ
と
に
、
あ
り
が
と
う
と
思
っ
た
。「
何
も
起
き
な
い
よ
う
に
」
と
祈
る
気
持
ち
と
「
何
か
あ
っ
て
も

大
丈
夫
」
と
い
う
備
え
。
両
方
が
そ
ろ
っ
て
、や
っ
と
安
心
し
て
生
き
て
い
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

命
の
価
値
は
、
お
金
で
は
測
れ
な
い
。
だ
け
ど
、
も
し
も
の
と
き
に
助
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
る

な
ら
、
そ
れ
を
「
冷
た
い
も
の
」
だ
と
決
め
つ
け
た
く
な
い
。
生
命
保
険
は
大
切
な
人
へ
の

や
さ
し
い
手
紙
み
た
い
な
も
の
だ
と
思
う
。

　
「
明
日
、
も
し
自
分
や
家
族
に
何
か
あ
っ
た
ら
」

そ
れ
を
考
え
る
こ
と
は
、
少
し
こ
わ
い
。
だ
け
ど
、
そ
の
こ
わ
さ
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
に
、「
ど
う

生
き
た
い
か
」「
ど
う
守
り
た
い
か
」
を
考
え
る
の
が
、
本
当
の
意
味
で
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

僕
も
、
い
つ
か
家
族
を
持
っ
た
と
き
は
、
生
命
保
険
の
こ
と
を
し
っ
か
り
考
え
よ
う
。
そ
れ
は

た
だ
の
契
約
で
は
な
く
、心
の
中
に
あ
る
「
守
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
形
に
す
る
方
法
だ
か
ら
。

■
滋
賀
県

　
草
津
市
立
草
津
中
学
校

　

本
校
は
県
下
第
2
位
の
人
口
を
有
す
る

草
津
市
の
中
心
部
に
あ
り
、生
徒
数
8
0
0
人
を

超
え
る
大
規
模
校
で
す
。

　

東
海
道
と
中
山
道
の
分
岐
、合
流
の
地
と

し
て
草
津
宿
が
発
展
し
た
、交
通
の
要
衝
と
し
て

の
歴
史
や
街
道
文
化
が
感
じ
ら
れ
る
環
境
が

身
近
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、草
津
市
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

子
ど
も
達
が
地
域
へ
発
信
す
る
取
り
組
み
を

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

駅
周
辺
で
は
大
型
商
業
施
設
や
高
層
住
宅

等
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、生
徒
数
も
年
々
増
加

す
る
な
ど
、活
気
あ
ふ
れ
る
学
校
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
株
丹
篤
史
先
生
よ
り
）
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大切なものを守るために
大阪府　大阪府立咲くやこの花中学校　3 学年　山岸　心

優 秀 賞

　

こ
れ
は
私
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
「
じ
ぃ
じ
」
の
話
だ
。

　

私
の
祖
父
は
会
社
を
経
営
し
、
睡
眠
時
間
が
毎
日
五
時
間
を
切
る
ほ
ど
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て

い
た
。
会
社
の
た
め
に
懸
命
に
働
く
祖
父
だ
っ
た
が
、「
孫
の
た
め
な
ら
。」
と
言
い
、
ど
ん
な
に

忙
し
く
て
も
私
と
遊
ぶ
時
間
を
大
切
に
し
て
い
た
。
家
族
の
前
で
は
い
つ
も
明
る
い
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
、
そ
の
裏
に
隠
さ
れ
た
苦
し
み
を
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。

　

祖
父
は
実
は
ガ
ン
を
患
っ
て
い
た
。
最
初
に
肺
ガ
ン
を
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
の
検
査
で
原
発

不
明
の
末
期
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
過
酷
な
闘
病
生
活
が
始
ま
っ
た
。
入
院
し
た

祖
父
を
優
し
く
支
え
た
祖
母
。
し
か
し
、
会
社
の
経
営
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
社
長
で

あ
る
祖
父
の
不
在
は
収
入
の
激
減
を
招
き
、
混
乱
が
続
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
長
男
で
あ
る
父
が
会
社
を
引
き
継
ぎ
姉
た
ち
も
懸
命
に
働
き
な
が
ら
家
族
を

支
え
た
。
祖
父
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
、
家
族
に
と
っ
て
何
よ
り
の
希
望
だ
っ
た
。
し
か
し
、

ガ
ン
は
容
赦
な
く
、
祖
父
の
闘
病
生
活
は
悲
し
い
結
末
を
迎
え
た
。

　

祖
母
は
深
い
悲
し
み
の
中
で
、
葬
儀
の
手
続
き
や
役
所
の
届
け
出
な
ど
膨
大
な
事
務
作
業
を

一
人
で
こ
な
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
大
き
な
負
担
が
の
し
か
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
一
本
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
受
話
器
の
向
こ
う
か
ら
落
ち

着
い
た
声
で

「
山
岸
さ
ん
の
お
電
話
で
お
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

と
聞
こ
え
た
。
そ
れ
は
、
保
険
会
社
か
ら
の
連
絡
だ
っ
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
戸
惑
い
な
が
ら
も

応
じ
た
。
す
る
と
担
当
者
は

「
色
々
と
お
疲
れ
で
し
ょ
う
が
、
明
日
少
し
お
時
間
を
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

と
優
し
く
告
げ
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
以
前
か
ら
面
識
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
祖
父

か
ら
何
か
あ
れ
ば
こ
の
人
に
頼
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

　

翌
日
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で
担
当
者
と
会
っ
た
。
机
に
は
、
書
類
が
丁
寧
に
並
べ
ら
れ
、
担
当

者
は
ゆ
っ
く
り
と
説
明
を
始
め
た
。
死
亡
保
険
金
は
家
族
が
亡
く
な
っ
た
際
に
受
け
取
れ
る
保
険

金
だ
と
聞
い
た
。

「
こ
れ
は
私
た
ち
に
は
計
り
知
れ
な
い
悲
し
み
を
背
負
っ
た
遺
族
の
方
々
を
少
し
で
も
支
え
る
た
め

の
も
の
で
す
。
ど
う
か
、
何
か
に
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。」

そ
の
言
葉
は
、
全
部
を
一
人
で
抱
え
込
も
う
と
し
て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
心
を
静
か
に
溶
か
し

た
。

　

保
険
金
は
や
が
て
私
た
ち
遺
族
の
生
活
の
支
え
と
な
っ
た
。
生
活
費
や
会
社
の
維
持
費
、
葬
儀

で
か
さ
ん
だ
支
払
い
に
も
充
て
ら
れ
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

「
こ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
、
ま
た
前
を
向
け
た
。」

と
今
で
も
話
す
。
お
金
だ
け
で
な
く
「
一
人
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
安
心
感
も
与
え
て
く
れ
た
の
だ
。

　

今
で
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
朝
に
庭
の
花
へ
水
を
や
り
、
近
所
の
人
と
笑
顔
で
挨
拶
を
交
わ
す

よ
う
に
な
っ
た
。
時
に
は
家
族
そ
ろ
っ
て
食
卓
を
囲
み
、「
じ
ぃ
じ
」
の
思
い
出
話
で
笑
い
合
う
こ

と
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
寂
し
さ
は
消
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
穏
や
か
な
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
あ
の
時
、
保
険
金
と
い
う
命
綱
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
私
も
思
う
。

　

私
は
病
気
に
な
ら
ず
、
家
族
と
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
一
番
の
幸
せ
だ
と
思
う
。
し
か
し
命
に

は
期
限
が
あ
り
、
そ
れ
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
も
し
も
の
時
の
た
め
に
備
え
る

こ
と
が
大
切
な
の
だ
ろ
う
。

　

生
命
保
険
は
、
も
し
も
の
時
に
家
族
を
守
り
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
支
え
る
命
綱
の
よ
う

な
存
在
だ
。
そ
の
お
か
げ
で
私
た
ち
は
安
心
し
て
日
々
を
過
ご
し
、
未
来
へ
歩
ん
で
い
け
る
と
心

か
ら
感
じ
て
い
る
。

■
大
阪
府

　
大
阪
府
立
咲
く
や
こ
の
花
中
学
校

　

平
成
20
年
４
月
に
大
阪
市
内
初
の
併
設
型

公
立
中
高
一
貫
校
と
し
て
開
校
し
、令
和
４
年
に

大
阪
府
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
。本
校
の
校
名
で

あ
る「
咲
く
や
こ
の
花
」は
、古
今
和
歌
集
の

仮
名
序
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
難
波
津
に

咲
く
や
こ
の
花　

冬
ご
も
り　

今
は
春
べ
と

咲
く
や
こ
の
花
」の
歌
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
咲
く
や
こ
の
花
」の
名
に
は
、こ
の

学
び
舎
が
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
夢
を
咲
か
せ
る

場
所
と
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

授
業
等
に
お
い
て
は
、週
２
回
、７
時
間
授
業

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、基
礎
学
力
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
等
学
校
の
学
習

内
容
も
含
む
発
展
的
学
習
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
も
の
づ
く
り
（
理
工
）、

ス
ポ
ー
ツ
、言
語
、芸
術（
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
）

の
４
つ
の
分
野
別
学
習
で
、中
高
の
教
員
が

連
携
し
な
が
ら
専
門
的
な
授
業
を
実
施
し
、

生
徒
の
早
く
か
ら
現
れ
る
才
能
を
伸
ば
し
て

い
ま
す
。
入
学
時
よ
り
興
味
・
関
心
の
あ
る

分
野
を
学
ぶ
生
徒
た
ち
は
、中
高
６
年
間
を

通
じ
て
互
い
に
高
め
合
い
、励
ま
し
合
い
、競
い

合
う
こ
と
で
、自
分
の
強
み
や
個
性
を
発
揮

で
き
る
専
門
性
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 　

  

（
日
野
聡
美
先
生
よ
り
）
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平凡な日常に感謝
兵庫県　白陵中学校　3 学年　宇都宮　香凛

優 秀 賞

　
「
カ
リ
ン
、
時
間
や
で
、
起
き
な
あ
か
ん
で
。」

　

祖
母
の
こ
の
声
と
と
も
に
私
の
毎
日
は
始
ま
り
ま
す
。
起
床
し
て
食
卓
に
つ
く
と
食
欲
を
そ
そ
る

朝
食
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
脇
に
は
お
弁
当
も
。
私
の
毎
日
の
楽
し
み
は
中
学
の
昼
食
時
に

こ
の
お
弁
当
を
開
く
こ
と
で
す
。
ま
る
で
玉
手
箱
を
開
け
る
よ
う
な
感
覚
で
お
弁
当
を
開
き
ま
す
。

友
達
は

「
い
つ
も
お
弁
当
き
れ
い
で
お
い
し
そ
う
。」

と
ほ
め
て
く
れ
ま
す
。

　

我
が
家
で
は
海
外
で
働
い
て
い
る
母
に
代
わ
っ
て
家
事
は
祖
母
が
担
っ
て
い
ま
す
。
私
の
身
の
回
り
の

世
話
も
祖
母
が
全
部
し
て
く
れ
ま
す
。
私
は
祖
母
が
大
好
き
で
す
。
そ
し
て
自
慢
の
祖
母
な
の
で
す
。

　

祖
母
と
暮
ら
す
こ
の
よ
う
な
日
常
が
当
た
り
前
で
い
つ
ま
で
も
続
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
そ
ん
な
当
た
り
前
の
日
常
は
突
然
崩
れ
た
の
で
す
。

「
私
、
ガ
ン
に
な
っ
ち
ゃっ
た
。」

私
が
中
二
の
と
き
の
あ
る
日
、
祖
母
が
家
族
に
知
ら
せ
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
数
日
前
、「
足
の
裏
に

で
き
た
ホ
ク
ロ
が
気
に
な
る
の
で
皮
膚
科
に
行
っ
て
み
る
。」
と
祖
母
が
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
祖
母
の
話
で
は
皮
膚
科
の
医
院
か
ら
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
診
断
を

受
け
に
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
診
断
結
果
は
悪
性
黒
色
腫
で
し
た
。

「
死
な
ん
と
い
て
。」

と
私
は
祖
母
に
泣
き
な
が
ら
言
い
ま
し
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
頑
張
る
か
ら
泣
か
ん
と
い
て
。」

祖
母
は
そ
う
言
い
ま
し
た
。
祖
母
は
手
術
と
術
後
の
治
療
の
た
め
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
三
週
間

入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
日
か
ら
我
が
家
で
は
大
変
な
毎
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。
料
理
も
洗
濯
も
掃
除
も
祖
父
と
私
が

分
担
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
、
私
は
夕
食
当
番
で
し
た
。
家
族
は
祖
母
が
い
か
に
大
変
な
家
事
を

て
き
ぱ
き
こ
な
し
て
い
た
か
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

で
も
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
っ
と
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
家
が
静
か
で
雰
囲
気
が

暗
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
家
族
み
ん
な
が
祖
母
の
手
術
と
治
療
が
う
ま
く
い
く
か
が
気
に
な
っ
て

言
葉
が
少
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
大
好
き
な
家
族
が
当
た
り
前
に
笑
顔
で
健
康
に
一
緒
に
生
活
す
る
日
常
、

そ
れ
は
全
然
当
た
り
前
で
は
な
く
、
本
当
は
い
つ
崩
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
定
な
も
の
で
、
ど
れ
ほ
ど

感
謝
し
て
も
足
り
な
い
も
の
だ
っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
感
染
予
防
の
た
め
子
供
の
面
会
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
術
、
う
ま
く
いっ
た
で
。」

「
術
後
の
治
療
も
順
調
で
元
気
や
っ
た
で
。」

　

私
は
面
会
に
行
っ
た
祖
父
か
ら
そ
ん
な
祖
母
の
様
子
を
聞
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
生
命
保
険
に
入
っ
て
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
わ
。
手
術
給
付
金
や
入
院
給
付
金
が

も
ら
え
る
か
ら
安
心
し
て
個
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。『
病
院
は
ホ
テ
ル
み
た
い
に
快
適
や
。』
っ
て

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
笑
い
な
が
ら
言
っ
て
た
で
。」

と
祖
父
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

『
生
命
保
険
っ
て
困
っ
た
と
き
助
け
て
く
れ
る
ヒ
ー
ロ
ー
み
た
い
。』
と
思
い
ま
し
た
。

　

予
定
通
り
三
週
間
後
に
祖
母
は
家
に
無
事
戻
り
ま
し
た
。
早
期
発
見
だ
っ
た
の
で
抗
ガ
ン
剤
治
療

な
ど
は
不
要
と
診
断
さ
れ
、
家
族
全
員
に
笑
顔
が
戻
り
ま
し
た
。

　

退
院
か
ら
三
カ
月
。
元
気
を
取
り
戻
し
た
祖
母
の
希
望
も
あ
り
、
ま
た
家
事
を
祖
母
が
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
家
族
も
手
伝
い
ま
す
。
祖
母
の
お
い
し
い
料
理
、
そ
し
て
お
弁
当
も
復
活

で
す
。

　

き
っ
と
「
普
通
」
で
「
当
た
り
前
」
の
日
常
は
奇
跡
の
積
み
重
ね
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

今
私
は
当
た
り
前
の
日
常
に
感
謝
し
な
が
ら
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
家
の
中
の
生
活
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
友
達
と
笑
い
合
え
る
学
校
生
活
の
日
常
に
も
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
我
が
家
の

よ
う
に
当
た
り
前
の
日
常
が
崩
れ
た
と
き
に
、
当
た
り
前
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
生
命
保
険
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
カ
リ
ン
、
時
間
や
で
、
起
き
な
あ
か
ん
で
。」

今
日
も
ま
た
当
た
り
前
で
平
凡
な
、
で
も
感
謝
に
満
ち
た
日
常
が
始
ま
り
ま
す
。

■
兵
庫
県

　
白
陵
中
学
校
　

　

白
陵
中
学
校
は
兵
庫
県
高
砂
市
に
あ
る

私
立
の
男
女
共
学
の
中
学
校
で
す
。本
学
園
は

人
本
主
義
の
精
神
に
則
り
、「
研
究
と
訓
練
」

「
独
立
不
羈
」「
正
明
闊
達
」を
校
是
と
し
ま
す
。

深
遠
な
る
洞
察
力
と
高
い
学
識
を
持
ち
、事
に

当
た
っ
て
責
任
感
と
勇
猛
心
あ
る
人
材
た
る

基
礎
を
養
う
こ
と
を
学
園
創
設
の
本
旨
と
し
て

い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
一
学
年
に
約
2
0
0
名
が
在
籍

し
て
い
ま
す
が
、目
の
行
き
届
い
た
き
め
細
か
い

指
導
を
展
開
す
る
た
め
、教
員
1
名
に
対
し

生
徒
約
12
名
余
り
と
い
う
組
織
編
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、学
習
面
、生
活
面
、そ
の
他

課
外
活
動
に
至
る
ま
で
先
生
と
生
徒
と
保
護

者
の
よ
り
密
接
な
信
頼
関
係
を
作
り
上
げ
て

い
ま
す
。ま
た
、本
学
園
は
、山
裾
の
約
1
0
4
，

0
0
0
㎡
の
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
人
家
の

密
集
地
を
離
れ
、緑
の
山
並
み
と
小
鳥
さ
え

ず
る
林
に
囲
ま
れ
た
絶
好
の
環
境
に
あ
り

ま
す
。空
気
は
あ
く
ま
で
清
浄
、勉
学
を
妨
げ
る

騒
音
も
な
く
、ま
た
、四
季
折
々
の
自
然
や
生
物

た
ち
の
営
み
を
肌
で
触
れ
あ
い
な
が
ら
生
徒

た
ち
は
毎
日
を
恵
ま
れ
た
環
境
で
生
活
し
て

い
ま
す
。

　
「
英
才
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
」
本

学
園
で
、生
徒
た
ち
は
勉
学
に
、部
活
動
に
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

                   　

  

（
山
科
祐
一
先
生
よ
り
）
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都道府県
第 61 回

応募数 応募数 応募数応募校数 応募校数 応募校数

都道府県別応募状況・入賞者数一覧
中学生作文コンクール応募状況一覧

第 62 回 第 63 回 全国賞

入賞者数 １等 ２等 ３等

都道府県別賞

佳作

入賞者数

合　　計

2025年度 第63回入賞者数一覧
北海道教育大学附属札幌中学校

八戸市立鮫中学校

秋田大学教育文化学部附属中学校

山辺町立山辺中学校

西郷村立西郷第一中学校

筑西市立下館中学校

栃木県立宇都宮東高等学校附属中学校

桐生市立黒保根学園

川越市立南古谷中学校

芝浦工業大学柏中学校

三輪田学園中学校

横浜市立東野中学校

高岡市立高岡西部中学校

金沢大学人間社会学域学校教育学類附属中学校

勝山市立勝山南部中学校

富士見町立富士見中学校

各務原市立桜丘中学校

静岡市立清水第五中学校

名古屋市立神丘中学校

草津市立草津中学校

京都市立松原中学校

大阪市立大正東中学校

兵庫県立大学附属中学校

有田市立有和中学校

鳥取大学附属中学校

江津市立青陵中学校

倉敷市立下津井中学校

広島市立広島中等教育学校

宇部市立川上中学校

鳴門教育大学附属中学校

宇和島市立城北中学校

高知中学校

東福岡自彊館中学校

佐賀大学教育学部附属中学校

諫早市立明峰中学校

熊本市立出水南中学校

別府市立別府西中学校

鵬翔中学校

鹿児島第一中学校

西原町立西原中学校

北海道

青森県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

富山県

石川県

福井県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

身近な生命保険　その起源を探る

生命保険に込められた祖父の最後の一球

命の恩人

生命保険が守る未来

備えるという事

おばあちゃんのもしもと私の未来

もしもの先にある安心

最後のプレゼント

備えあれば憂い少なし

守られているからチャレンジできる

見えない安心に守られて

サンタクロースのプレゼント

父を知らない僕と、支え合う家族

生命保険に込められた思い

人生の安心剤

感謝

支えられて、今。ここにいる

突然のできごと

お守りと贈り物

未来のために

生命保険は私達の味方

目には見えない優しさ

生命保険って何ですか？

タスキを受け継ぎ走り続ける

見えない優しさ

「備え」の大切さ

一番の味方

日常生活で感じる生命保険の大切さ

目に見えない安心

保険がくれた安心と、ぼくの未来

わたしたちのくらしと生命保険

会えないままのお別れ

家族の絆

つながる幸せ

明日へのお守り

「守る」ということ

お母さんと生命保険

生命保険の本当の意味

祖母と保険と私

祖父からの黄金言葉（くがにくとぅば）

西向　瑛亮

神子澤　天惺

髙橋　蘭

佐藤　和

大川原　葉月

戸村　暦花

石川　歩佳

関口　心歩

坂本　陽菜

近藤　聡

水庫　優希

河本　彩華

森垣　虹惺

杉本　賢太郎

金本　昊大

植松　美央莉

道上　愛己

水野　由袈

富安　柚月

朏　亜珠実

福井　梨央

友寄　結芽

新谷　玲乃

堀江　萌朱

黒崎　百花

植森　香里奈

西川　凛

山口　希海

寺戸　有惟

宗田　結音

尾﨑　晴真

近澤　幹友

嶋村　凪紗

伊藤　陽仁

伊藤　陸翔

西原　瑞

豊田　桜

相良　郁

永井　桃

城間　創太

2

2

1

2

1

2

3

2

3

1

2

3

2

2

3

3

3

3

1

2

1

2

2

2

2

3

3

2

2

1

3

1

1

2

3

2

2

2

3

2

※記載のない県では 1 等入賞者の該当はありません。

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

合   計

31

18

8

14

4

3

39

12

11

23

44

47

52

17

4

20

2

12

2

18

11

40

23

11

20

21

22

21

11

5

15

3

22

24

18

17

6

15

4

29

10

7

28

10

9

20

10

813

32

17

6

12

9

4

27

11

11

21

46

45

54

25

4

20

4

9

2

20

10

28

33

9

27

25

19

17

9

7

13

4

17

23

16

11

6

10

5

28

14

6

24

6

7

17

9

779

533

543

82

242

16

26

557

496

338

395

489

1,523

2,405

465

14

270

10

217

7

635

780

1,429

1,740

323

860

593

2,740

313

119

189

331

74

314

683

603

505

31

383

68

1,461

375

206

1,126

182

218

265

1,047

26,221

874

297

75

66

52

151

709

311

360

434

994

1,356

1,860

626

19

356

12

183

14

688

603

1,241

1,456

197

1,015

756

2,221

331

138

328

346

84

289

1,133

495

589

41

171

88

1,662

597

216

1,287

90

252

182

996

26,241

422

378

9

80

28

126

701

470

342

411

1,290

1,484

2,372

499

12

465

11

108

42

274

396

913

1,177

50

1,340

417

3,425

891

98

301

463

128

268

917

506

711

38

283

141

1,215

621

362

1,268

108

320

284

821

26,986

27

23

4

11

5

5

26

13

8

15

41

38

46

23

4

21

3

6

2

17

8

28

20

6

26

15

24

23

6

12

12

3

15

25

18

14

5

14

9

25

12

6

24

6

8

20

11

733

3

1

1

9

2

2

1

10

9

18

4

2

2

2

5

6

1

2

11

4

1

2

1

2

2

3

10

1

13

1

5

3

5

144

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

40

9

10

1

2

2

3

13

15

8

12

30

28

68

18

1

14

2

8

6

32

20

39

6

87

25

3

9

16

3

9

25

12

19

2

6

3

34

12

5

41

2

10

10

17

697

3

5

4

2

1

4

9

12

2

1

1

2

4

7

1

1

4

20

1

1

1

1

8

2

5

2

1

6

3

3

2

3

2

4

128

18

17

1

2

4

4

28

20

11

15

45

47

99

25

1

17

2

4

2

9

11

42

34

2

44

11

120

33

4

12

19

5

13

36

18

35

2

10

5

55

17

9

49

3

14

16

27

1,017

2

1

1

1

2

1

8

都道府県 氏　名学　　校　　名 題　　　　名学　年

都道府県別賞　1等入賞者一覧
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● 

61
回
（
Ｒ
5
）・
優
秀
賞

三
沢
市
立
堀
口
中
学
校	

三
学
年　

山
本
　
柑
奈

 

● 

７
回
（
Ｓ
44
）・
生
命
保
険
協
会
賞

一
関
市
立
桜
町
中
学
校	

三
学
年　

千
葉
　
育
男

 

● 

９
回
（
Ｓ
46
）・
生
命
保
険
協
会
賞

一
関
市
立
桜
町
中
学
校	

三
学
年　

宮
本
　
貞
子

 

● 

28
回
（
Ｈ
２
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

一
関
市
立
中
里
中
学
校	

三
学
年　

及
川
　
真
枝

 

● 

１
回
（
Ｓ
38
）・
生
命
保
険
協
会
賞　

銀
賞

河
南
町
立
鹿
又
中
学
校	

三
学
年　

渋
谷
　
重
子

 

● 

４
回
（
Ｓ
41
）・
生
命
保
険
協
会
賞

中
田
町
立
宝
江
中
学
校	

二
学
年　

三
浦
　
　
磨

 

● 

５
回
（
Ｓ
42
）・
生
命
保
険
協
会
賞

中
田
町
立
宝
江
中
学
校	

三
学
年　

安
久
津
　
康
二

 

● 

32
回
（
Ｈ
６
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

松
山
町
立
松
山
中
学
校	

二
学
年　

山
田
　
裕
之

 

● 

39
回
（
Ｈ
13
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

仙
台
市
立
五
橋
中
学
校	

三
学
年　

木
村
　
恵
利
香

 

● 

41
回
（
Ｈ
15
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

大
河
原
町
立
大
河
原
中
学
校	

	

二
学
年　

我
妻
　
　
聡

 

● 

49
回
（
Ｈ
23
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

仙
台
市
立
人
来
田
中
学
校	

三
学
年　

粟
野
　
紘
花

 

● 

３
回
（
Ｓ
40
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

旭
川
市
立
神
居
中
学
校	

二
学
年　

幾
島
　
正
紀

 

● 

３
回
（
Ｓ
40
）・
生
命
保
険
協
会
賞

浜
頓
別
町
立
浜
頓
別
中
学
校

	

三
学
年　

菅
原
　
令
子

 

● 

８
回
（
Ｓ
45
）・
生
命
保
険
協
会
賞

下
川
町
立
菱
光
中
学
校	

三
学
年　

笹
原
　
幸
子

 

● 

10
回
（
Ｓ
47
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

伊
達
市
立
達
南
中
学
校	

三
学
年　

矢
元
　
昭
一

 

● 

15
回
（
Ｓ
52
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

旭
川
市
立
豊
里
中
学
校	

三
学
年　

川
口
　
峰
雄

 

● 

16
回
（
Ｓ
53
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

旭
川
市
立
豊
里
中
学
校	

一
学
年　

林
　
　
厚
子

 

● 

21
回
（
Ｓ
58
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

釧
路
市
立
緑
陵
中
学
校	

三
学
年　

藤
井
　
由
香

 

● 

24
回
（
Ｓ
61
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

札
幌
市
立
前
田
中
学
校	

二
学
年　

清
野
　
紀
和

 

● 

25
回
（
Ｓ
62
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

旭
川
市
立
光
陽
中
学
校	

一
学
年　

山
田
　
仁
志

 

● 

31
回
（
Ｈ
５
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

旭
川
市
立
北
門
中
学
校	

二
学
年　

高
田
　
絵
美

 

● 

35
回
（
Ｈ
９
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

旭
川
市
立
北
門
中
学
校	

一
学
年　

上
西
　
雄
太

 

● 

36
回
（
Ｈ
10
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

砂
原
町
立
砂
原
中
学
校	

二
学
年　

館
山
　
琴
絵

 

●  

38
回
（
Ｈ
12
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

旭
川
市
立
緑
が
丘
中
学
校

	

二
学
年　

三
輪
　
翔
大

 

● 

38
回
（
Ｈ
12
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

七
飯
町
立
大
沼
中
学
校	

三
学
年　

金
子
　
奈
保
子

 

● 

39
回
（
Ｈ
13
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

猿
払
村
立
拓
心
中
学
校	

三
学
年　

佐
藤
　
麻
美

 

● 

42
回
（
Ｈ
16
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

猿
払
村
立
拓
心
中
学
校	

三
学
年　

佐
藤
　
　
元

 

● 

45
回
（
Ｈ
19
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

函
館
市
立
北
中
学
校	

三
学
年　

尾
上
　
琳
慧

 

● 

51
回
（
Ｈ
25
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

札
幌
市
立
柏
中
学
校	

二
学
年　

河
原
　
寿
賀

 

● 

60
回
（
Ｒ
4
）・
優
秀
賞

北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
中
学
校

	

二
学
年　

小
路
　
凛
佳

 

● 

61
回
（
Ｒ
5
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

藤
女
子
中
学
校	

一
学
年　

前
田
　
海
音

 

● 

62
回
（
Ｒ
6
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

札
幌
市
立
北
都
中
学
校	

二
学
年　

吉
村
　
美
玲

 

● 

63
回
（
Ｒ
7
）・
文
部
科
学
大
臣
賞

札
幌
市
立
北
都
中
学
校	

三
学
年　

安
達
　
侑
歩

 

● 

63
回
（
Ｒ
7
）・
優
秀
賞

藤
女
子
中
学
校	

三
学
年　

前
田
　
海
音

 

● 

17
回
（
Ｓ
54
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

む
つ
市
立
田
名
部
中
学
校	

二
学
年　

竹
内
　
光
洋

 

● 

18
回
（
Ｓ
55
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

三
沢
市
立
第
一
中
学
校	

一
学
年　

高
橋
　
久
仁
子

 

● 

19
回
（
Ｓ
56
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

佐
井
村
立
長
後
中
学
校	

二
学
年　

大
石
　
留
美

 

● 

20
回
（
Ｓ
57
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

佐
井
村
立
長
後
中
学
校	

三
学
年　

滝
本
　
輝
仁

 

● 

27
回
（
Ｈ
１
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

む
つ
市
立
近
川
中
学
校	

三
学
年　

畑
中
　
大
海

 

● 

30
回
（
Ｈ
４
）・
第
三
十
回
記
念
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
特
別
賞

稲
垣
村
立
稲
垣
中
学
校	

三
学
年　

平
川
　
照
泰

 

● 

37
回
（
Ｈ
11
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

三
戸
町
立
三
戸
中
学
校	

三
学
年　

久
保
　
沙
織

 

● 

39
回
（
Ｈ
13
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

佐
井
村
立
牛
滝
中
学
校	

一
学
年　

横
内
　
彩
乃

 

● 

40
回
（
Ｈ
14
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

三
厩
村
立
三
厩
中
学
校	

二
学
年　

工
藤
　
奈
津
美

 

● 

41
回
（
Ｈ
15
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

弘
前
市
立
第
三
中
学
校	

一
学
年　

土
岐
　
千
尋

 

● 

42
回
（
Ｈ
16
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

弘
前
市
立
第
三
中
学
校	

三
学
年　

盛
　
　
禎
央

 

● 

48
回
（
Ｈ
22
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

弘
前
学
院
聖
愛
中
学
校	

一
学
年　

盛
　
　
　
嵩

 

● 

50
回
（
Ｈ
24
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

弘
前
学
院
聖
愛
中
学
校	

三
学
年　

盛
　
　
　
嵩

 

● 

50
回
（
Ｈ
24
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

五
戸
町
立
五
戸
中
学
校	

三
学
年　

工
藤
　
千
尋

 

● 

56
回
（
Ｈ
30
）・
優
秀
賞

藤
崎
町
立
明
徳
中
学
校	

二
学
年　

佐
藤
　
望
愛
留

 

● 

57
回
（
Ｒ
1
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

藤
崎
町
立
明
徳
中
学
校	

三
学
年　

佐
藤
　
望
愛
留

 

● 

58
回
（
Ｒ
2
）・
優
秀
賞

板
柳
町
立
板
柳
中
学
校	

二
学
年　

成
田
　
侑
経

　
北
海
道

　
青
森
県

　
宮
城
県

　
岩
手
県

全
国
賞
入
賞
者
一
覧

（
第
1
回
〜
第
63
回
）

＊
敬
称
略

＊
入
賞
当
時
の
賞
名
、
学
校
名
を
記
載

東京都
神奈川県
〃
〃

富山県
〃
〃
〃

福井県
山梨県
長野県
〃
〃

岐阜県
〃
〃

静岡県
〃
〃
〃
〃
〃
〃

愛知県
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

三重県
滋賀県
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

京都府
〃
〃

大阪府
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

兵庫県
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

奈良県
和歌山県
〃

鳥取県
〃

41
265
125
30
117
99
74
40
35
39
68
52
44
280
38
33
199
127
116
95
85
84
42
201
186
162
155
151
115
83
37
30
35
263
229
205
113
110
89
75
51
43
244
57
37
799
402
362
323
316
268
185
166
120
113
98
57
46
44
37
189
161
160
70
69
54
53
32
50
199
52
129
111

鳥取県
〃
〃

島根県
岡山県
〃
〃

広島県
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

山口県
〃
〃
〃
〃
〃

徳島県
〃
〃
〃
〃
〃

愛媛県
〃
〃

高知県
福岡県
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

佐賀県
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

長崎県
〃
〃
〃

熊本県
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

大分県
宮崎県
〃

鹿児島県
〃
〃
〃

沖縄県
〃
〃

105
47
33
113
111
57
49
226
124
103
82
73
72
62
48
107
104
54
50
49
30
352
77
68
56
50
42
54
50
37
40
190
167
132
123
114
107
92
59
54
41
126
102
96
83
58
53
50
47
142
103
53
50
494
169
129
107
51
44
41
38
36
36
59
214
60
60
51
47
34
462
174
131

北海道
〃
〃
〃
〃

青森県
〃
〃
〃
〃

宮城県
山形県
福島県
〃
〃
〃
〃
〃
〃

茨城県
〃
〃
〃
〃

栃木県
〃
〃
〃

群馬県
〃
〃
〃
〃

埼玉県
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

千葉県
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

東京都
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

150
52
40
36
33
91
51
47
40
35
31
75
287
74
59
51
42
41
30
167
76
64
53
42
99
79
76
39
131
124
35
32
31
219
195
172
101
94
94
72
50
45
42
41
237
217
166
104
85
85
83
68
60
49
46
40
30
30
313
310
240
202
151
134
132
112
109
102
74
54
43
42
41

※学校名は応募時点の名称	
※都道府県内は応募数順	
※多数応募校（30編以上）を記載	

鳥取大学附属中学校
米子市立尚徳中学校
鳥取市立西中学校
江津市立青陵中学校
就実中学校
岡山市立桑田中学校
瀬戸内市立長船中学校
広島市立 園東中学校
広島市立可部中学校
広島市立大州中学校
広島市立三入中学校
福山市立中央中学校
広島市立広島中等教育学校
広島市立庚午中学校
福山市立城北中学校
周南市立岐陽中学校
宇部市立川上中学校
周南市立太華中学校
宇部市立上宇部中学校
防府市立佐波中学校
下関市立菊川中学校
小松島市小松島中学校
阿南市立那賀川中学校
阿波市立阿波中学校
徳島県立城ノ内中等教育学校
海陽町立海陽中学校
鳴門教育大学附属中学校
宇和島市立城北中学校
新居浜市立川東中学校
松山市立旭中学校
高知中学校
大牟田中学校
福岡市立城香中学校
北九州市立田原中学校
新宮町立新宮東中学校
東福岡自彊館中学校
九州国際大学付属中学校
大刀洗町立大刀洗中学校
福岡教育大学附属福岡中学校
福岡市立高取中学校
柳川市立大和中学校
鳥栖市立田代中学校
玄海みらい学園
佐賀県立致遠館中学校
みやき町立北茂安中学校
佐賀大学教育学部附属中学校
佐賀市立川副中学校
唐津市立浜玉中学校
嬉野市立嬉野中学校
五島市立福江中学校
諫早市立明峰中学校
長崎市立深堀中学校
諫早市立長田中学校
熊本市立出水南中学校
熊本市立長嶺中学校
熊本市立鹿南中学校
熊本市立白川中学校
熊本市立北部中学校
熊本市立清水中学校
熊本市立京陵中学校
熊本市立龍田中学校
熊本市立帯山中学校
熊本市立二岡中学校
別府市立別府西中学校
鵬翔中学校
宮崎学園中学校
指宿市立山川中学校
伊佐市立菱刈中学校
鹿児島市立紫原中学校
志布志市立有明中学校
西原町立西原中学校
浦添市立仲西中学校
沖縄尚学高等学校附属中学校

渋谷区立上原中学校
川崎市立住吉中学校
大和市立つきみ野中学校
横浜市立東野中学校
高岡市立志貴野中学校
黒部市立清明中学校
黒部市立明峰中学校
小矢部市立大谷中学校
勝山市立勝山南部中学校
北杜市立甲陵中学校
佐久市立野沢中学校
富士見町立富士見中学校
小諸市立 原中学校
各務原市立桜丘中学校
多治見市立笠原中学校
恵那市立恵那西中学校
静岡市立賤機中学校
静岡市立蒲原中学校
静岡市立清水飯田中学校
静岡市立清水第四中学校
静岡市立城内中学校
静岡市立南中学校
浜松市立麁玉中学校
滝中学校
豊橋市立東部中学校
豊明市立豊明中学校
豊橋市立中部中学校
豊橋市立東陵中学校
名古屋中学校
稲沢市立稲沢西中学校
刈谷市立雁が音中学校
安城市立篠目中学校
名張市立桔梗が丘中学校
草津市立草津中学校
草津市立新堂中学校
大津市立粟津中学校
大津市立日吉中学校
大津市立瀬田北中学校
草津市立玉川中学校
大津市立瀬田中学校
高島市立湖西中学校
大津市立石山中学校
龍谷大学付属平安中学校
京都市立蜂ヶ岡中学校
京都市立松原中学校
大阪市立三国中学校
大阪明星学園明星中学校
東大阪市立玉川中学校
豊中市立庄内さくら学園
大阪市立住之江中学校
大阪市立天満中学校
大阪市立井高野中学校
大阪市立東三国中学校
大阪市立大正東中学校
大阪市立天王寺中学校
大阪府立咲くやこの花中学校
河内長野市立西中学校
大阪市立旭東中学校
大阪市立長吉六反中学校
東大阪市立若江中学校
福崎町立福崎東中学校
白陵中学校
三木市立三木中学校
南あわじ市立三原中学校
兵庫県立大学附属中学校
姫路市立広畑中学校
小野市立小野南中学校
小野市立旭丘中学校
田原本町立田原本中学校
有田市立有和中学校
開智中学校
鳥取市立桜ヶ丘中学校
米子市立湊山中学校

札幌市立北都中学校
北海道教育大学附属札幌中学校
旭川市立忠和中学校
札幌市立中の島中学校
札幌市立真栄中学校
八戸市立鮫中学校
青森市立横内中学校
青森市立佃中学校
青森市立油川中学校
五所川原市立五所川原第一中学校
気仙沼市立階上中学校
山形市立第四中学校
須賀川市立第二中学校
会津坂下町立坂下中学校
猪苗代町立猪苗代中学校
福島市立福島第一中学校
西郷村立西郷第一中学校
いわき市立植田東中学校
いわき市立玉川中学校
古河市立古河第三中学校
取手市立取手第二中学校
つくば市立豊里中学校
土浦市立土浦第四中学校
筑西市立下館中学校
宇都宮市立豊郷中学校
宇都宮市立一条中学校
宇都宮市立瑞穂野中学校
栃木県立宇都宮東高等学校附属中学校
前橋市立木瀬中学校
みどり市立大間々中学校
前橋市立元総社中学校
高崎市立倉渕中学校
高崎市立大類中学校
蕨市立第二中学校
川口市立安行中学校
大宮開成中学校
川越市立南古谷中学校
川口市立西中学校
越谷市立新栄中学校
さいたま市立城北中学校
さいたま市立三橋中学校
さいたま市立浦和中学校
川越市立大東中学校
蕨市立第一中学校
芝浦工業大学柏中学校
柏市立逆井中学校
柏市立柏第四中学校
柏市立大津ケ丘中学校
柏市立松葉中学校
柏市立酒井根中学校
習志野市立第四中学校
鎌ケ谷市立第二中学校
柏市立田中中学校
白井市立桜台中学校
東金市立東中学校
松戸市立旭町中学校
千葉市立 城中学校
大網白里市立増穂中学校
世田谷区立砧南中学校
飾区立 美中学校
安田学園中学校
国分寺市立第一中学校
東京都立立川国際中等教育学校
江東区立第三砂町中学校
創価中学校
東京大学教育学部附属中等教育学校
帝京中学校
稲城市立稲城第三中学校
国分寺市立第四中学校
京華女子中学校
多摩市立青陵中学校
世田谷区立瀬田中学校
八王子市立ひよどり山中学校

多 数 応 募 校 一 覧
都道府県 学　　　校　　　名 応募編数 都道府県 学　　　校　　　名 応募編数都道府県 学　　　校　　　名 応募編数
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● 

52
回
（
Ｈ
26
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

仙
台
市
立
北
仙
台
中
学
校	

三
学
年　

野
口
　
南
実

 

● 
55
回
（
Ｈ
29
）・
優
秀
賞

仙
台
市
立
七
郷
中
学
校	

三
学
年　

間
宮
　
遼
佳

 

● 

59
回
（
Ｒ
3
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校	

三
学
年　

福
村
　
眞
菜

 

● 

61
回
（
Ｒ
5
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校	
三
学
年　

今
野
　
花
香

 

● 

９
回
（
Ｓ
46
）・
生
命
保
険
協
会
賞

阿
仁
町
立
阿
仁
合
中
学
校

	

三
学
年　

中
島
　
睦
子

 

● 

10
回
（
Ｓ
47
）・
生
命
保
険
協
会
賞

阿
仁
町
立
阿
仁
合
中
学
校

	

一
学
年　

伊
東
　
裕
美

 

● 

18
回
（
Ｓ
55
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

秋
田
市
立
秋
田
西
中
学
校	

一
学
年　

山
崎
　
　
香

 

● 

19
回
（
Ｓ
56
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

田
沢
湖
町
立
田
沢
中
学
校

	

二
学
年　

菅
原
　
知
佳

 

● 

31
回
（
Ｈ
５
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

増
田
町
立
増
田
中
学
校	

二
学
年　

勝
田
　
繭
子

 

● 

46
回
（
Ｈ
20
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

横
手
市
立
増
田
中
学
校	

三
学
年　

古
関
　
万
倫
子

 

● 

54
回
（
Ｈ
28
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

湯
沢
市
立
皆
瀬
中
学
校	

一
学
年　

阿
部
　
成
美

 

● 

55
回
（
Ｈ
29
）・
文
部
科
学
大
臣
賞

横
手
市
立
平
鹿
中
学
校	

二
学
年　

藤
田
　
真
理
子

 

● 

57
回
（
Ｒ
1
）・
優
秀
賞

秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
附
属
中
学
校

	

二
学
年　

髙
橋
　
　
麗

 

● 

58
回
（
Ｒ
2
）・
優
秀
賞

五
城
目
町
立
五
城
目
第
一
中
学
校

	

三
学
年　

舘
岡
　
寧
々

 

● 

61
回
（
Ｒ
5
）・
優
秀
賞

能
代
市
立
能
代
南
中
学
校

	

二
学
年　

若
松
　
　
空

 

● 

５
回
（
Ｓ
42
）・
生
命
保
険
協
会
賞

小
国
町
立
足
中
中
学
校	

三
学
年　

栗
田
　
和
美

 

● 

８
回
（
Ｓ
45
）・
生
命
保
険
協
会
賞

小
国
町
立
小
国
中
学
校	

一
学
年　

遠
藤
　
智
子

 

● 

13
回
（
Ｓ
50
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

山
辺
町
立
山
辺
中
学
校	

二
学
年　

鈴
木
　
万
利
子

 

● 
18
回
（
Ｓ
55
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

酒
田
市
立
平
田
中
学
校	

三
学
年　

本
多
　
志
穂

 

● 

26
回
（
Ｓ
63
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

山
形
市
立
山
形
第
一
中
学
校

	
三
学
年　

高
橋
　
　
希

 

● 

４
回
（
Ｓ
41
）・
生
命
保
険
協
会
賞

鹿
島
町
立
鹿
島
中
学
校	

三
学
年　

大
和
田
　
正
幸

 

● 

11
回
（
Ｓ
48
）・
生
命
保
険
協
会
賞

い
わ
き
市
立
小
名
浜
第
二
中
学
校

	

二
学
年　

小
野
寺
め
ぐ
み

 

● 

33
回
（
Ｈ
７
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

浅
川
町
立
浅
川
中
学
校	

三
学
年　

和
田
　
　
豪

 

● 

34
回
（
Ｈ
８
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

浅
川
町
立
浅
川
中
学
校	

一
学
年　

石
塚
　
俊
子

 

● 

35
回
（
Ｈ
９
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

浅
川
町
立
浅
川
中
学
校	

二
学
年　

緑
川
　
知
恵

 

● 

37
回
（
Ｈ
11
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

浅
川
町
立
浅
川
中
学
校	

一
学
年　

鈴
木
　
千
穂

 

● 

38
回
（
Ｈ
12
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

浅
川
町
立
浅
川
中
学
校	

二
学
年　

須
藤
　
佑
一

 

● 

39
回
（
Ｈ
13
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

浅
川
町
立
浅
川
中
学
校	

二
学
年　

酒
井
　
宏
典

 

● 

40
回
（
Ｈ
14
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

浅
川
町
立
浅
川
中
学
校	

一
学
年　

田
子
　
里
美

 

● 

44
回
（
Ｈ
18
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

浅
川
町
立
浅
川
中
学
校	

二
学
年　

鈴
木
　
里
穂

 

● 

61
回
（
Ｒ
5
）・
優
秀
賞

福
島
大
学
附
属
中
学
校	

一
学
年　

西
形
　
花
璃

 

● 

63
回
（
Ｒ
7
）・
優
秀
賞

い
わ
き
市
立
植
田
東
中
学
校	

	

三
学
年　

勝
　
心
々
絆

 

● 

１
回
（
Ｓ
38
）・
生
命
保
険
協
会
賞　

銅
賞

大
子
町
立
上
小
川
中
学
校

	

三
学
年　

深
谷
　
幸
男

 

● 

２
回
（
Ｓ
39
）・
生
命
保
険
協
会
賞　

銀
賞

大
子
町
立
上
小
川
中
学
校

	

二
学
年　

深
谷
　
京
子

 

● 

３
回
（
Ｓ
40
）・
文
部
大
臣
賞

大
子
町
立
上
小
川
中
学
校

	

一
学
年　

川
野
辺
　
琴
美

 

● 
４
回
（
Ｓ
41
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

山
方
町
立
山
方
中
学
校	

三
学
年　

堀
江
　
則
仁

 

● 

19
回
（
Ｓ
56
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

下
妻
市
立
東
部
中
学
校	

三
学
年　

瀬
尾
　
明
美

 

● 

24
回
（
Ｓ
61
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

水
戸
市
立
第
四
中
学
校	
二
学
年　

中
本
　
夏
世

 

● 

29
回
（
Ｈ
３
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

関
城
町
立
関
城
中
学
校	

三
学
年　

稲
田
　
美
奈
子

 

● 

30
回
（
Ｈ
４
）・
第
三
十
回
記
念
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
特
別
賞

土
浦
市
立
土
浦
第
六
中
学
校

	

二
学
年　

山
口
　
瑞
穂

 

● 

31
回
（
Ｈ
５
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

下
館
市
立
下
館
中
学
校	

一
学
年　

渡
邊
　
優
美
子

 

● 

35
回
（
Ｈ
９
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

水
戸
市
立
千
波
中
学
校	

三
学
年　

綿
引
　
雅
子

 

● 

37
回
（
Ｈ
11
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

下
館
市
立
北
中
学
校	

　

二
学
年　

小
島
　
里
紗

 

● 

37
回
（
Ｈ
11
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

明
野
町
立
明
野
中
学
校	

一
学
年　

沼
口
　
祥
子

 

● 

43
回
（
Ｈ
17
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

利
根
町
立
利
根
中
学
校	

二
学
年　

伊
藤
　
綾
香

 

● 

44
回
（
Ｈ
18
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

北
茨
城
市
立
中
郷
中
学
校	

	

二
学
年　

最
上
　
高
督

 

● 

49
回
（
Ｈ
23
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

日
立
市
立
十
王
中
学
校	

二
学
年　

柏
原
　
健
人

 

● 

62
回
（
Ｒ
6
）・
優
秀
賞

土
浦
市
立
土
浦
第
四
中
学
校	

	

三
学
年　

岡
田
　
陽
菜

 

● 

２
回
（
Ｓ
39
）・
文
部
大
臣
賞
、生
命
保
険
協
会
賞　

金
賞

宇
都
宮
市
立
城
山
中
学
校	

	

三
学
年　

柿
沼
　
幸
子

 

● 

６
回
（
Ｓ
43
）・
生
命
保
険
協
会
賞

南
那
須
村
立
下
江
川
中
学
校

	

三
学
年　

網
野
　
幸
子

 

● 

30
回
（
Ｈ
４
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

真
岡
市
立
大
内
中
学
校	

三
学
年　

古
川
　
恵
子

 

● 

31
回
（
Ｈ
５
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

真
岡
市
立
大
内
中
学
校	

三
学
年　

海
賀
　
聖
子

 

● 

33
回
（
Ｈ
７
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

真
岡
市
立
大
内
中
学
校	

三
学
年　

海
賀
　
江
里
子

 

● 

34
回
（
Ｈ
８
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

真
岡
市
立
大
内
中
学
校	

三
学
年　

大
嶋
　
真
弓

 

● 

43
回
（
Ｈ
17
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

高
根
沢
町
立
北
高
根
沢
中
学
校

	

三
学
年　

手
塚
　
香
里

 

● 

60
回
（
Ｒ
4
）・
優
秀
賞

宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
中
学
校

	

一
学
年　

近
藤
　
理
桜

 

● 

16
回
（
Ｓ
53
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

沼
田
市
立
沼
田
中
学
校	

三
学
年　

松
井
　
敏
実

 

● 

33
回
（
Ｈ
７
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

太
田
市
立
旭
中
学
校	

　

三
学
年　

高
草
木
　
亜
弥

 

● 

13
回
（
Ｓ
50
）・
生
命
保
険
協
会
賞

行
田
市
立
行
田
中
学
校	

三
学
年　

荻
原
　
和
子

 

● 

17
回
（
Ｓ
54
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

川
越
市
立
城
南
中
学
校	

二
学
年　

加
島
　
あ
ず
さ

 

● 

19
回
（
Ｓ
56
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

熊
谷
市
立
玉
井
中
学
校	

三
学
年　

上
石
　
奈
美

 

● 

24
回
（
Ｓ
61
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

富
士
見
市
立
西
中
学
校	

二
学
年　

菊
地
　
幸
子

 

● 

26
回
（
Ｓ
63
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

富
士
見
市
立
西
中
学
校	

三
学
年　

小
村
　
裕
次
郎

 

● 

27
回
（
Ｈ
１
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

東
松
山
市
立
白
山
中
学
校	

	

二
学
年　

高
橋
　
奈
緒

 

● 

27
回
（
Ｈ
１
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

小
川
町
立
西
中
学
校	

三
学
年　

田
端
　
美
喜

 

● 

29
回
（
Ｈ
３
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

東
松
山
市
立
白
山
中
学
校	

	

三
学
年　

松
井
　
麻
巳

 

● 

31
回
（
Ｈ
５
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

都
幾
川
村
立
都
幾
川
中
学
校

	

二
学
年　

岩
田
　
　
健

 

● 

32
回
（
Ｈ
６
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

都
幾
川
村
立
都
幾
川
中
学
校

	

二
学
年　

鈴
木
　
香
菜
子

 

● 

33
回
（
Ｈ
７
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

東
松
山
市
立
白
山
中
学
校

	

三
学
年　

町
川
　
高
明

 

● 

46
回
（
Ｈ
20
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

飯
能
市
立
飯
能
西
中
学
校	

	

三
学
年　

結
城
　
和
也

 

● 

49
回
（
Ｈ
23
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

川
越
市
立
南
古
谷
中
学
校

	

三
学
年　

清
水
　
か
れ
ん

 

● 

50
回
（
Ｈ
24
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

川
越
市
立
城
南
中
学
校	

二
学
年　

坂
本
　
真
彩

 

● 

59
回
（
Ｒ
3
）・
優
秀
賞

さ
い
た
ま
市
立
浦
和
中
学
校

	

三
学
年　

原
　
あ
い
ら

 

● 

62
回
（
Ｒ
6
）・
優
秀
賞

開
智
未
来
中
学
校	

三
学
年　

藤
島
　
繁
杜

 

● 

４
回
（
Ｓ
41
）・
生
命
保
険
協
会
賞

市
原
市
立
菊
間
中
学
校	

三
学
年　

須
川
　
亜
子

 

● 

６
回
（
Ｓ
43
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

清
和
村
立
秋
元
中
学
校	

二
学
年　

地
引
　
富
雄

 

● 

20
回
（
Ｓ
57
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

館
山
市
立
第
一
中
学
校	

三
学
年　

鈴
木
　
繭
美

 

● 

20
回
（
Ｓ
57
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

千
葉
市
立
高
浜
中
学
校	

三
学
年　

木
村
　
　
啓

 

● 

21
回
（
Ｓ
58
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

館
山
市
立
第
一
中
学
校	

一
学
年　

鈴
木
　
一
将

 

● 

22
回
（
Ｓ
59
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

旭
市
立
第
二
中
学
校	

三
学
年　

石
毛
　
雅
絵

 

● 

25
回
（
Ｓ
62
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

流
山
市
立
常
磐
松
中
学
校	

	

三
学
年　

重
松
　
建
吾

 

● 

27
回
（
Ｈ
１
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

千
葉
市
立
幕
張
西
中
学
校	

	

一
学
年　

河
内
　
　
淳

 

● 

38
回
（
Ｈ
12
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

千
葉
市
立
末
広
中
学
校	

三
学
年　

三
橋
　
泰
子

 

● 

42
回
（
Ｈ
16
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

千
倉
町
立
千
倉
中
学
校	

二
学
年　

青
木
　
優
子

 

● 

43
回
（
Ｈ
17
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

柏
市
立
中
原
中
学
校	

三
学
年　

井
川
　
祐
紀
子

 

● 

48
回
（
Ｈ
22
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
校	

	

三
学
年　

今
川
　
安
悠
美

 

● 

51
回
（
Ｈ
25
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

柏
市
立
中
原
中
学
校	

二
学
年　

森
　
さ
や
か

 

● 

55
回
（
Ｈ
29
）・
優
秀
賞

柏
市
立
柏
中
学
校	

三
学
年　

野
口
　
ま
え
み

 

● 

57
回
（
Ｒ
1
）・
優
秀
賞

白
井
市
立
南
山
中
学
校	

三
学
年　

藥
袋
　
瑞
季

 

● 

57
回
（
Ｒ
1
）・
優
秀
賞

千
葉
市
立
緑
町
中
学
校	

二
学
年　

三
浦
　
悠
誠

 

● 

60
回
（
Ｒ
4
）・
文
部
科
学
大
臣
賞

印
西
市
立
滝
野
中
学
校	

二
学
年　

下
園
　
た
ま
き

 

● 

60
回
（
Ｒ
4
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

い
す
み
市
立
大
原
中
学
校	

一
学
年　

勝
見
　
流
々

 

● 

３
回
（
Ｓ
40
）・
生
命
保
険
協
会
賞

世
田
谷
区
立
船
橋
中
学
校	

	
二
学
年　

山
根
　
き
み
子

 

● 

11
回
（
Ｓ
48
）・
生
命
保
険
協
会
賞

足
立
区
立
第
五
中
学
校	

一
学
年　

品
川
　
政
治

 

● 

22
回
（
Ｓ
59
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

千
代
田
区
立
麴
町
中
学
校	

	

一
学
年　

泉
田
　
実
菜
子

 

● 

23
回
（
Ｓ
60
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

千
代
田
区
立
一
橋
中
学
校	

	

二
学
年　

植
田
　
リ
サ

 

● 

24
回
（
Ｓ
61
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

駒
沢
学
園
女
子
中
学
校	

二
学
年　

川
路
　
時
子

 

● 

26
回
（
Ｓ
63
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

練
馬
区
立
大
泉
中
学
校	

三
学
年　

田
中
　
聖
子

 

● 

27
回
（
Ｈ
１
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

大
田
区
立
田
園
調
布
中
学
校

	

三
学
年　

鈴
木
　
暁
子

 

● 

28
回
（
Ｈ
２
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

共
立
女
子
中
学
校	

　
　

三
学
年　

中
島
　
　
恵

 

● 

29
回
（
Ｈ
３
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

板
橋
区
立
向
原
中
学
校	

二
学
年　

目
黒
　
聡
子

 

● 

30
回
（
Ｈ
４
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

暁
星
中
学
校	

　
　
　
　

二
学
年　

富
永
　
大
毅

 

● 

32
回
（
Ｈ
６
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

江
戸
川
区
立
松
江
第
二
中
学
校

	

一
学
年　

矢
作
　
美
樹

 

● 

32
回
（
Ｈ
６
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

大
田
区
立
蒲
田
中
学
校	

二
学
年　

高
橋
　
京
子

 

● 

34
回
（
Ｈ
８
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

筑
波
大
学
附
属
中
学
校	

一
学
年　

柴
村
　
美
帆

 

● 

35
回
（
Ｈ
９
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

麴
町
学
園
女
子
中
学
校	

三
学
年　

奥
村
　
尚
美

　
茨
城
県

　
福
島
県

　
栃
木
県

　
群
馬
県

　
千
葉
県

　
埼
玉
県

　
東
京
都

　
山
形
県

　
秋
田
県

37 36



 

● 

36
回
（
Ｈ
10
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

文
京
区
立
第
六
中
学
校	

二
学
年　

山
﨑
　
　
彩

 

● 
37
回
（
Ｈ
11
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

筑
波
大
学
附
属
中
学
校	

一
学
年　

高
山
　
喜
博

 

● 

39
回
（
Ｈ
13
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

筑
波
大
学
附
属
中
学
校	

一
学
年　

川
本
　
晃
史

 

● 

40
回
（
Ｈ
14
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

筑
波
大
学
附
属
中
学
校	
二
学
年　

宮
岸
　
　
暖

 

● 

41
回
（
Ｈ
15
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

東
京
大
学
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学
校	

	

一
学
年　

松
原
　
　
匠

 

● 

42
回
（
Ｈ
16
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

足
立
区
立
第
十
二
中
学
校

	

三
学
年　

秋
葉
　
め
ぐ
み

 

● 

42
回
（
Ｈ
16
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

筑
波
大
学
附
属
中
学
校	

三
学
年　

木
村
　
美
晴

 

● 

43
回
（
Ｈ
17
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
校

	

三
学
年　

齋
藤
　
友
来

 

● 

45
回
（
Ｈ
19
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

桜
蔭
中
学
校	

一
学
年　

岩
間
　
　
優

 

● 

46
回
（
Ｈ
20
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

安
田
学
園
中
学
校	

一
学
年　

中
田
　
一
朗
太

 

● 

47
回
（
Ｈ
21
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
校

	

三
学
年　

下
堂
前
　
奏
美

 

● 

49
回
（
Ｈ
23
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

東
京
大
学
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学
校

	

一
学
年　

石
井
　
　
純

 

● 

50
回
（
Ｈ
24
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

筑
波
大
学
附
属
中
学
校	

一
学
年　

田
中
　
英
美
理

 

● 

52
回
（
Ｈ
26
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

東
京
都
立
両
国
高
等
学
校
附
属
中
学
校

	

三
学
年　

三
河
内
　
望
夢

 

● 

54
回
（
Ｈ
28
）・
優
秀
賞

創
価
中
学
校	

三
学
年　

平
野
　
絵
理

 

● 

57
回
（
Ｒ
1
）・
優
秀
賞

東
京
都
立
白
鷗
高
等
学
校
附
属
中
学
校

	

三
学
年　

細
貝
　
愛
奈

 

● 

58
回
（
Ｒ
2
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
中
学
校

	

一
学
年　

髙
畑
　
日
奈
子

 

● 

58
回
（
Ｒ
2
）・
優
秀
賞

安
田
学
園
中
学
校	

一
学
年　

潮
　
　
悠
人

 

● 

59
回
（
Ｒ
3
）・
優
秀
賞

東
京
大
学
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学
校

	

一
学
年　

笹
川
　
遙
琉

 

● 

60
回
（
Ｒ
4
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

山
脇
学
園
中
学
校	

二
学
年　

細
貝
　
桃
奈

 

● 
61
回
（
Ｒ
5
）・
優
秀
賞

東
京
大
学
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学
校

	

一
学
年　

蔭
山
　
彩
綺

 

● 

１
回
（
Ｓ
38
）・
生
命
保
険
協
会
賞　

銅
賞

茅
ヶ
崎
市
立
松
浪
中
学
校	

	

三
学
年　

斎
藤
　
津
治
子

 

● 

２
回
（
Ｓ
39
）・
生
命
保
険
協
会
賞　

銀
賞

茅
ヶ
崎
市
立
梅
田
中
学
校	

	

三
学
年　

大
高
　
啓
一

 

● 

12
回
（
Ｓ
49
）・
生
命
保
険
協
会
賞

組
合
立
伊
勢
原
中
学
校	

三
学
年　

岡
田
　
る
み

 

● 

15
回
（
Ｓ
52
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鎌
倉
市
立
大
船
中
学
校	

三
学
年　

当
間
　
健
一

 

● 

17
回
（
Ｓ
54
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鎌
倉
市
立
大
船
中
学
校	

二
学
年　

佐
久
間
　
郷
子

 

● 

26
回
（
Ｓ
63
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

川
崎
市
立
橘
中
学
校	

　

三
学
年　

細
井
　
　
多

 

● 

28
回
（
Ｈ
２
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校

	

三
学
年　

古
賀
　
清
絵

 

● 

30
回
（
Ｈ
４
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校

	

二
学
年　

山
田
　
　
薫

 

● 

34
回
（
Ｈ
８
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

聖
園
女
学
院
中
学
校	

　

三
学
年　

米
谷
　
真
理

 

● 

36
回
（
Ｈ
10
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

川
崎
市
立
中
野
島
中
学
校	

	

三
学
年　

小
堺
　
健
宗

 

● 

43
回
（
Ｈ
17
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

横
須
賀
市
立
衣
笠
中
学
校

	

三
学
年　

遠
入
　
美
穂

 

● 

46
回
（
Ｈ
20
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

横
浜
市
立
秋
葉
中
学
校	

一
学
年　

下
川
　
陽
香

 

● 

47
回
（
Ｈ
21
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

横
須
賀
市
立
常
葉
中
学
校

	

三
学
年　

髙
木
　
啓
太

 

● 

51
回
（
Ｈ
25
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

茅
ヶ
崎
市
立
浜
須
賀
中
学
校

	

三
学
年　

吾
妻
　
　
圭

 

● 

51
回
（
Ｈ
25
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

横
浜
市
立
老
松
中
学
校	

一
学
年　

佐
々
木
　
萌

 

● 

52
回
（
Ｈ
26
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鎌
倉
市
立
玉
縄
中
学
校	

三
学
年　

原
田
　
　
葵

 
● 

52
回
（
Ｈ
26
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

横
浜
市
立
老
松
中
学
校	

二
学
年　

佐
々
木
　
萌

 

● 

53
回
（
Ｈ
27
）・
優
秀
賞

横
浜
市
立
市
ヶ
尾
中
学
校

	

三
学
年　

中
村
　
珠
莉
香

 

● 

55
回
（
Ｈ
29
）・
優
秀
賞

桐
蔭
学
園
中
学
校
女
子
部

	
三
学
年　

鈴
木
　
華
子

 

● 

４
回
（
Ｓ
41
）・
生
命
保
険
協
会
賞

大
潟
町
立
大
潟
町
中
学
校

	

三
学
年　

阿
部
　
ヒ
ロ
子

 

● 

７
回
（
Ｓ
44
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

赤
泊
村
立
赤
泊
中
学
校	

三
学
年　

葛
野
　
恭
子

 

● 

15
回
（
Ｓ
52
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

長
岡
市
立
大
積
中
学
校	

三
学
年　

高
野
　
咲
子

 

● 

16
回
（
Ｓ
53
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

両
津
市
立
北
中
学
校	

　

三
学
年　

森
下
　
淑
子

 

● 

18
回
（
Ｓ
55
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

新
井
市
立
新
井
中
学
校	

三
学
年　

藤
井
　
恵
子

 

● 

19
回
（
Ｓ
56
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

新
井
市
立
新
井
中
学
校	

三
学
年　

饒
村
　
英
子

 

● 

22
回
（
Ｓ
59
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

妙
高
村
立
妙
高
中
学
校	

二
学
年　

飯
吉
　
こ
ず
え

 

● 

22
回
（
Ｓ
59
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

能
生
町
立
南
中
学
校	

三
学
年　

丸
山
　
ミ
ユ
キ

 

● 

23
回
（
Ｓ
60
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

能
生
町
立
南
中
学
校	

二
学
年　

楠
　
　
和
哉

 

● 

24
回
（
Ｓ
61
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

上
越
市
立
城
北
中
学
校	

一
学
年　

横
谷
　
優
美

 

● 

28
回
（
Ｈ
２
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

頸
城
村
立
頸
城
中
学
校	

二
学
年　

万
場
　
理
恵
子

 

● 

30
回
（
Ｈ
４
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

新
井
市
立
新
井
中
学
校	

三
学
年　

間
島
　
広
明

 

● 

33
回
（
Ｈ
７
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

安
塚
町
立
安
塚
中
学
校	

三
学
年　

池
田
　
美
香

 

● 

33
回
（
Ｈ
７
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

上
越
市
立
直
江
津
中
学
校

	

三
学
年　

加
藤
　
晶
子

 

● 

34
回
（
Ｈ
８
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

上
越
市
立
直
江
津
中
学
校

	

三
学
年　

丸
山
　
　
愛

 

● 

36
回
（
Ｈ
10
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

上
越
市
立
直
江
津
中
学
校	

	

三
学
年　

佐
藤
　
孝
浩

 

● 

37
回
（
Ｈ
11
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

上
越
市
立
直
江
津
中
学
校	

	

三
学
年　

佐
藤
　
裕
美

 

● 

40
回
（
Ｈ
14
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

上
越
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
附
属
中
学
校	

	

二
学
年　

中
嶋
　
夕
湖

 

● 

53
回
（
Ｈ
27
）・
優
秀
賞

上
越
教
育
大
学
附
属
中
学
校	

	

一
学
年　

大
山
　
　
智

 

● 

59
回
（
Ｒ
3
）・
優
秀
賞

上
越
教
育
大
学
附
属
中
学
校	

	

二
学
年　

坂
口
　
り
さ

 

● 

40
回
（
Ｈ
14
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

大
門
町
大
島
町
中
学
校
組
合
立
大
門
中
学
校

	

二
学
年　

新
谷
　
美
野
里

 

● 

44
回
（
Ｈ
18
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

高
岡
市
立
高
陵
中
学
校	

二
学
年　

宗
田
　
吏
永

 

● 

47
回
（
Ｈ
21
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

高
岡
市
立
高
陵
中
学
校	

二
学
年　

宗
田
　
千
奈

 

● 

47
回
（
Ｈ
21
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

射
水
市
立
大
門
中
学
校	

三
学
年　

金
村
　
　
和

 

● 

49
回
（
Ｈ
23
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

射
水
市
立
大
門
中
学
校	

二
学
年　

赤
尾
　
英
里
子

 

● 

50
回
（
Ｈ
24
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

射
水
市
立
大
門
中
学
校	

三
学
年　

山
崎
　
皓
平

 

● 

55
回
（
Ｈ
29
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

氷
見
市
立
北
部
中
学
校	

二
学
年　

網
　
竜
之
介

 

● 

56
回
（
Ｈ
30
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

高
岡
市
立
高
岡
西
部
中
学
校

	

二
学
年　

上
坂
　
大
空

 

● 

56
回
（
Ｈ
30
）・
優
秀
賞

高
岡
市
立
高
岡
西
部
中
学
校

	

三
学
年　

高
森
　
駿
介

 

● 

62
回
（
Ｒ
6
）・
文
部
科
学
大
臣
賞

黒
部
市
立
清
明
中
学
校	

一
学
年　

村
上
　
慧
斗

 

● 

７
回
（
Ｓ
44
）・
生
命
保
険
協
会
賞

鹿
西
町
立
鹿
西
中
学
校	

三
学
年　

横
町
　
　
護

 

● 

９
回
（
Ｓ
46
）・
生
命
保
険
協
会
賞

鹿
西
町
立
鹿
西
中
学
校	

二
学
年　

大
森
　
和
美

 

● 

11
回
（
Ｓ
48
）・
生
命
保
険
協
会
賞

鹿
西
町
立
鹿
西
中
学
校	

二
学
年　

宮
下
　
美
恵
子

 

● 

14
回
（
Ｓ
51
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鹿
島
町
立
鹿
島
中
学
校	

二
学
年　

袋
井
　
ゆ
か
り

 

● 

15
回
（
Ｓ
52
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

松
任
市
立
笠
間
中
学
校	

三
学
年　

三
浦
　
正
樹

 

● 

17
回
（
Ｓ
54
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鹿
島
町
立
鹿
島
中
学
校	

三
学
年　

袋
井
　
也
寸
子

 

● 

23
回
（
Ｓ
60
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

金
沢
市
立
緑
中
学
校	

　

三
学
年　

三
浦
　
早
智

 

● 

34
回
（
Ｈ
８
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

金
沢
市
立
野
田
中
学
校	

三
学
年　

奥
井
　
あ
づ
さ

 

● 

20
回
（
Ｓ
57
）・
生
命
保
険
協
会
賞

美
山
町
立
美
山
中
学
校	

三
学
年　

伴
　
　
圭
子

 

● 

21
回
（
Ｓ
58
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

武
生
市
立
武
生
第
三
中
学
校

	

二
学
年　

吉
田
　
聡
志

 

● 

28
回
（
Ｈ
２
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

福
井
市
立
明
道
中
学
校	

三
学
年　

木
村
　
英
恵

 

● 

29
回
（
Ｈ
３
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

福
井
市
立
光
陽
中
学
校	

三
学
年　

村
寄
　
美
希

 

● 

31
回
（
Ｈ
５
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

福
井
市
立
森
田
中
学
校	

二
学
年　

坂
本
　
　
恵

 

● 

11
回
（
Ｓ
48
）・
文
部
大
臣
賞

須
玉
町
立
須
玉
中
学
校	

三
学
年　

矢
崎
　
倫
子

 

● 

40
回
（
Ｈ
14
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

駿
台
甲
府
中
学
校	

一
学
年　

嶋
田
　
修
一
郎

 

● 

10
回
（
Ｓ
47
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

長
野
市
立
柳
町
中
学
校	

三
学
年　

岡
村
　
ま
さ
子

 

● 

13
回
（
Ｓ
50
）・
生
命
保
険
協
会
賞

東
部
町
立
東
部
中
学
校	

二
学
年　

田
村
　
久
美
子

 

● 

16
回
（
Ｓ
53
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

東
部
町
立
東
部
中
学
校	

二
学
年　

上
原
　
康
裕

 

● 

22
回
（
Ｓ
59
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

上
田
市
立
第
五
中
学
校	

三
学
年　

林
　
　
隆
行

 

● 

23
回
（
Ｓ
60
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

東
部
町
立
東
部
中
学
校	

一
学
年　

田
畑
　
理
恵

 

● 

28
回
（
Ｈ
２
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

東
部
町
立
東
部
中
学
校	

一
学
年　

田
畑
　
哲
治

 

● 

49
回
（
Ｈ
23
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

富
士
見
町
立
富
士
見
中
学
校

	

一
学
年　

宮
坂
　
　
恵

 

● 

53
回
（
Ｈ
27
）・
優
秀
賞

中
野
市
立
南
宮
中
学
校	

二
学
年　

山
田
　
奏
海

 

● 

54
回
（
Ｈ
28
）・
優
秀
賞

信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
長
野
中
学
校

	

二
学
年　

宮
澤
　
広
大

 

● 

３
回
（
Ｓ
40
）・
生
命
保
険
協
会
賞

大
垣
市
立
南
中
学
校	

　

三
学
年　

水
谷
　
恵
子

 

● 

30
回
（
Ｈ
４
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

大
野
町
立
大
野
中
学
校	

三
学
年　

岡
島
　
佳
子

 

● 

40
回
（
Ｈ
14
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

南
濃
町
立
養
南
中
学
校

二
学
年　

佐
藤
　
公
美

 

● 

41
回
（
Ｈ
15
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

養
老
町
立
高
田
中
学
校	

三
学
年　

古
川
　
祐
莉

 

● 

55
回
（
Ｈ
29
）・
優
秀
賞

岐
阜
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校	

	

二
学
年　

廣
西
　
彩
乃

 

● 

24
回
（
Ｓ
61
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

藤
枝
市
立
青
島
中
学
校	

三
学
年　

小
野
　
恵
美
里

 

● 

25
回
（
Ｓ
62
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

富
士
市
立
田
子
浦
中
学
校

	

三
学
年　

鈴
木
　
晃
己

 

●  

28
回
（
Ｈ
２
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

富
士
市
立
田
子
浦
中
学
校	

	

三
学
年　

安
間
　
未
央

 

● 

31
回
（
Ｈ
５
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

富
士
市
立
須
津
中
学
校	

二
学
年　

半
田
　
万
喜

 

● 

32
回
（
Ｈ
６
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

静
岡
市
立
豊
田
中
学
校	

三
学
年　

青
木
　
さ
や
か

 

● 

36
回
（
Ｈ
10
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

磐
田
市
立
城
山
中
学
校	

三
学
年　

松
本
　
菜
実

　
石
川
県

　
富
山
県

　
長
野
県

　
岐
阜
県

　
福
井
県

　
山
梨
県

　
静
岡
県

　
新
潟
県

　
神
奈
川
県

39 38



 

● 

38
回
（
Ｈ
12
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

富
士
市
立
元
吉
原
中
学
校

二
学
年　

山
﨑
　
翔
太

 

● 

42
回
（
Ｈ
16
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

静
岡
市
立
清
水
第
三
中
学
校

	

二
学
年　

城
内
　
小
実

 

● 

45
回
（
Ｈ
19
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

静
岡
市
立
清
水
第
三
中
学
校	

	
一
学
年　

城
内
　
香
葉

 

● 

47
回
（
Ｈ
21
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

静
岡
市
立
清
水
第
三
中
学
校	

	

三
学
年　

城
内
　
香
葉

 

● 

51
回
（
Ｈ
25
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

静
岡
市
立
清
水
第
六
中
学
校

	

三
学
年　

小
澤
　
涼
香

 

● 

56
回
（
Ｈ
30
）・
文
部
科
学
大
臣
賞

静
岡
市
立
安
東
中
学
校	

三
学
年　

百
竹
　
陽
奈
子

 

● 

２
回
（
Ｓ
39
）・
生
命
保
険
協
会
賞　

銅
賞

刈
谷
市
立
富
士
松
中
学
校	

	

一
学
年　

神
谷
　
順
子

 

● 

12
回
（
Ｓ
49
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

名
古
屋
市
立
城
山
中
学
校	

	

一
学
年　

大
杉
　
仁
代

 

● 

27
回
（
Ｈ
１
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

刈
谷
市
立
朝
日
中
学
校	

三
学
年　

水
野
　
仁
奈

 

● 

31
回
（
Ｈ
５
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

名
古
屋
市
立
日
比
津
中
学
校

	

三
学
年　

山
本
　
彩
子

 

●  

32
回
（
Ｈ
６
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

日
進
市
立
日
進
西
中
学
校	

	

三
学
年　

鈴
木
　
紗
知

 

● 

35
回
（
Ｈ
９
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

一
宮
市
立
中
部
中
学
校	

三
学
年　

中
田
　
勇
人

 

● 

36
回
（
Ｈ
10
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

碧
南
市
立
西
端
中
学
校	

二
学
年　

鈴
村
　
裕
香
理

 

● 

41
回
（
Ｈ
15
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

名
古
屋
市
立
東
星
中
学
校

	

三
学
年　

松
本
　
純
子

 

● 

54
回
（
Ｈ
28
）・
優
秀
賞

刈
谷
市
立
朝
日
中
学
校	

三
学
年　

高
橋
　
一
夏

 

● 

56
回
（
Ｈ
30
）・
優
秀
賞

愛
知
教
育
大
学
附
属
岡
崎
中
学
校

	

一
学
年　

津
村
　
真
緒

 

● 

56
回
（
Ｈ
30
）・
優
秀
賞

南
山
中
学
校
女
子
部	

一
学
年　

武
田
　
佳
子

 
● 

57
回
（
Ｒ
1
）・
優
秀
賞

刈
谷
市
立
朝
日
中
学
校	

三
学
年　

高
橋
　
聡
一

 

● 

58
回
（
Ｒ
2
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

刈
谷
市
立
朝
日
中
学
校	

三
学
年　

重
野
　
颯
吾

 

● 

58
回
（
Ｒ
2
）・
優
秀
賞

安
城
市
立
篠
目
中
学
校	
三
学
年　

加
藤
　
あ
い

 

● 

59
回
（
Ｒ
3
）・
文
部
科
学
大
臣
賞

豊
橋
市
立
東
部
中
学
校	

三
学
年　

相
澤
　
　
賢

 

● 

62
回
（
Ｒ
6
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

安
城
市
立
篠
目
中
学
校	

二
学
年　

増
田
　
早
紀

 

● 

３
回
（
Ｓ
40
）・
生
命
保
険
協
会
賞

芸
濃
町
立
芸
濃
中
学
校	

三
学
年　

鈴
木
　
洋
子

 

● 

30
回
（
Ｈ
４
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

皇
學
館
中
学
校	

三
学
年　

海
津
　
圭
亮

 

● 

53
回
（
Ｈ
27
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

高
田
中
学
校	

二
学
年　

髙
松
　
宣
道

 

● 

62
回
（
Ｒ
6
）・
優
秀
賞

近
江
兄
弟
社
中
学
校	

一
学
年　

中
島
　
ゆ
ず

 

● 

63
回
（
Ｒ
7
）・
優
秀
賞

草
津
市
立
草
津
中
学
校	

一
学
年　

奥
村
　
俊
亮

 

● 

８
回
（
Ｓ
45
）・
文
部
大
臣
賞

綾
部
市
立
上
林
中
学
校	

三
学
年　

岩
崎
　
裕
子

 

● 

15
回
（
Ｓ
52
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

京
都
市
立
蜂
ヶ
岡
中
学
校	

	

二
学
年　

渡
辺
　
貴
之

● 

17
回
（
Ｓ
54
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

京
都
市
立
嘉
楽
中
学
校	

二
学
年　

永
峰
　
絵
里

 

● 

18
回
（
Ｓ
55
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

八
幡
市
立
男
山
中
学
校	

三
学
年　

永
峰
　
絵
里

 

● 

21
回
（
Ｓ
58
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

京
都
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
京
都
中
学
校

	

三
学
年　

塩
田
　
親
英

 

● 

42
回
（
Ｈ
16
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

洛
南
高
等
学
校
附
属
中
学
校

	

二
学
年　

中
邑
　
祥
吾

 

● 

45
回
（
Ｈ
19
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

京
都
女
子
中
学
校	

一
学
年　

青
木
　
晶
子

 
● 

48
回
（
Ｈ
22
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

京
都
市
立
加
茂
川
中
学
校

	

一
学
年　

松
平
　
有
未

 

● 

50
回
（
Ｈ
24
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

京
都
市
立
加
茂
川
中
学
校

	

三
学
年　

松
平
　
有
未

 

● 

52
回
（
Ｈ
26
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

京
都
市
立
加
茂
川
中
学
校

	

三
学
年　

西
村
　
僚
祐

 

● 

53
回
（
Ｈ
27
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

龍
谷
大
学
付
属
平
安
中
学
校

	

一
学
年　

井
上
　
　
舞

 

● 

62
回
（
Ｒ
6
）・
優
秀
賞

京
都
府
立
洛
北
高
等
学
校
附
属
中
学
校

	

三
学
年　

藤
居
　
　
空

 

● 

４
回
（
Ｓ
41
）・
文
部
大
臣
賞

大
阪
市
立
夕
陽
丘
中
学
校	

	

一
学
年　

宇
野
　
千
鶴

 

● 

７
回
（
Ｓ
44
）・
生
命
保
険
協
会
賞

堺
市
立
浜
寺
中
学
校	

　

一
学
年　

乾
　
　
友
子

 

● 

10
回
（
Ｓ
47
）・
生
命
保
険
協
会
賞

東
大
阪
市
立
英
田
中
学
校	

	

一
学
年　

今
田
　
晃
一

 

● 

14
回
（
Ｓ
51
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

東
大
阪
市
立
盾
津
中
学
校	

	

二
学
年　

吉
田
　
尚
子

 

● 

23
回
（
Ｓ
60
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

大
阪
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
平
野
中
学
校

	

一
学
年　

駒
川
　
智
永
子

 

● 

25
回
（
Ｓ
62
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

堺
市
立
美
木
多
中
学
校	

三
学
年　

北
　
　
佳
奈
子

 

● 

29
回
（
Ｈ
３
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

大
阪
府
立
盲
学
校
中
学
部	

	

三
学
年　

楠
本
　
友
依
子

 

● 

38
回
（
Ｈ
12
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

大
阪
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
平
野
中
学
校

三
学
年　

柳
原
　
枝
里
佳

 

● 

51
回
（
Ｈ
25
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

吹
田
市
立
第
一
中
学
校	

二
学
年　

山
村
　
千
遥

 

● 

52
回
（
Ｈ
26
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

茨
木
市
立
東
雲
中
学
校	

三
学
年　

長
濱
　
京
香

 

● 

55
回
（
Ｈ
29
）・
優
秀
賞

大
阪
市
立
北
稜
中
学
校	

一
学
年　

木
岡
　
彩
奈

 

● 

63
回
（
Ｒ
7
）・
優
秀
賞

大
阪
府
立
咲
く
や
こ
の
花
中
学
校

	

三
学
年　

山
岸
　
　
心

 

● 

８
回
（
Ｓ
45
）・
生
命
保
険
協
会
賞

出
石
町
立
出
石
中
学
校	

三
学
年　

成
田
　
留
美

 

● 

20
回
（
Ｓ
57
）・
生
命
保
険
協
会
賞

神
戸
山
手
女
子
中
学
校	

三
学
年　

藤
原
　
佐
和
子

 

● 

37
回
（
Ｈ
11
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

加
西
市
立
加
西
中
学
校	

二
学
年　

吉
田
　
早
織

 

● 

48
回
（
Ｈ
22
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

三
木
学
園
白
陵
中
学
校	

二
学
年　

玉
田
　
菜
那

 

● 

49
回
（
Ｈ
23
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

三
木
学
園
白
陵
中
学
校	

三
学
年　

玉
田
　
菜
那

 

● 

50
回
（
Ｈ
24
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

明
石
市
立
大
久
保
北
中
学
校

	

一
学
年　

玉
田
　
　
麗

 

● 

50
回
（
Ｈ
24
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

三
木
学
園
白
陵
中
学
校	

二
学
年　

岩
切
　
一
磨

 

● 

52
回
（
Ｈ
26
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

明
石
市
立
大
久
保
北
中
学
校

	

三
学
年　

玉
田
　
　
麗

 

● 

54
回
（
Ｈ
28
）・
文
部
科
学
大
臣
賞

小
野
市
立
旭
丘
中
学
校	

三
学
年　

廣
瀬
　
佑
宜

 

● 

55
回
（
Ｈ
29
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

三
木
市
立
自
由
が
丘
中
学
校	

	

三
学
年　

三
谷
　
愛
香

 

● 

59
回
（
Ｒ
3
）・
優
秀
賞

神
戸
市
立
神
陵
台
中
学
校

	

三
学
年　

藤
尾
　
淳
平

 

● 

63
回
（
Ｒ
7
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

白
陵
中
学
校	

三
学
年　

原
田
　
悠
生

 

● 

63
回
（
Ｒ
7
）・
優
秀
賞

白
陵
中
学
校	

三
学
年　

宇
都
宮
　
香
凛

 

● 

５
回
（
Ｓ
42
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

田
原
本
町
立
田
原
本
中
学
校

	

二
学
年　

森
川
　
真
知
子

 

● 

62
回
（
Ｒ
6
）・
優
秀
賞

奈
良
市
立
平
城
中
学
校	

二
学
年　

大
久
保
　
貴
織

 

● 

１
回
（
Ｓ
38
）・
文
部
大
臣
賞
、
生
命
保
険
協
会
賞　

金
賞

邑
法
第
一
中
学
校	

三
学
年　

村
川
　
幸
江

 

● 

３
回
（
Ｓ
40
）・
生
命
保
険
協
会
賞

邑
法
第
一
中
学
校	

三
学
年　

山
本
　
高
志

 

● 

４
回
（
Ｓ
41
）・
生
命
保
険
協
会
賞

気
高
町
立
気
高
中
学
校	

二
学
年　

錦
戸
　
吟
子

 

● 

５
回
（
Ｓ
42
）・
生
命
保
険
協
会
賞

気
高
町
立
気
高
中
学
校
浜
村
校
舎

	

三
学
年　

幸
山
　
和
代

 

● 

６
回
（
Ｓ
43
）・
生
命
保
険
協
会
賞

気
高
町
立
気
高
中
学
校	

二
学
年　

門
本
　
浩
子

 

● 

７
回
（
Ｓ
44
）・
文
部
大
臣
賞

気
高
町
立
気
高
中
学
校	

二
学
年　

長
谷
川
　
晴
子

 

● 

８
回
（
Ｓ
45
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

気
高
町
立
気
高
中
学
校	

一
学
年　

加
藤
　
玲
子

 

● 

９
回
（
Ｓ
46
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

鳥
取
市
立
東
中
学
校	

　

三
学
年　

沢
田
　
昌
江

 

● 

12
回
（
Ｓ
49
）・
生
命
保
険
協
会
賞

邑
法
第
一
中
学
校	

三
学
年　

疋
田
　
知
子

 

● 

15
回
（
Ｓ
52
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

青
谷
町
立
青
谷
中
学
校	

三
学
年　

伊
藤
　
嘉
余
子

 

● 

20
回
（
Ｓ
57
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

青
谷
町
立
青
谷
中
学
校	

一
学
年　

長
田
　
　
享

 

● 

44
回
（
Ｈ
18
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鳥
取
大
学
附
属
中
学
校	

一
学
年　

青
木
　
瑶
子

 

● 

44
回
（
Ｈ
18
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鳥
取
大
学
附
属
中
学
校	

一
学
年
　
桒
井
　
莉
紗

 

● 

45
回
（
Ｈ
19
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鳥
取
大
学
附
属
中
学
校	

一
学
年　

西
脇
　
　
改

 

● 

46
回
（
Ｈ
20
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

湯
梨
浜
中
学
校	

一
学
年　

西
脇
　
広
裕

 

● 

46
回
（
Ｈ
20
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鳥
取
大
学
附
属
中
学
校	

一
学
年　

青
木
　
瑛
子

 

● 

48
回
（
Ｈ
22
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

鳥
取
大
学
附
属
中
学
校	

一
学
年　

青
木
　
拓
憲

 

● 

48
回
（
Ｈ
22
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鳥
取
大
学
附
属
中
学
校	

三
学
年　

青
木
　
瑛
子

 

● 

49
回
（
Ｈ
23
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

鳥
取
大
学
附
属
中
学
校	

二
学
年　

青
木
　
拓
憲

● 

61
回
（
Ｒ
5
）・
優
秀
賞

鳥
取
大
学
附
属
中
学
校	

二
学
年　

角
谷
　
夏
希

 

● 

６
回
（
Ｓ
43
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

大
田
市
立
第
一
中
学
校	

二
学
年　

安
立
　
温
子

 

● 

９
回
（
Ｓ
46
）・
生
命
保
険
協
会
賞

松
江
市
立
古
江
中
学
校	

三
学
年　

井
原
　
洋
子

 

● 

２
回
（
Ｓ
39
）・
生
命
保
険
協
会
賞　

銅
賞

妹
尾
町
立
妹
尾
中
学
校	

三
学
年　

橋
本
　
由
紀
子

 

● 

５
回
（
Ｓ
42
）・
生
命
保
険
協
会
賞

倉
敷
市
立
西
阿
知
中
学
校	

	

二
学
年　

守
屋
　
宗
一
郎

 

● 

７
回
（
Ｓ
44
）・
生
命
保
険
協
会
賞

倉
敷
市
立
西
阿
知
中
学
校	

	
一
学
年　

小
田
　
純
子

 

● 

10
回
（
Ｓ
47
）・
文
部
大
臣
賞

倉
敷
市
立
倉
敷
第
一
中
学
校

	

三
学
年　

遠
藤
　
一
恵

 

● 

13
回
（
Ｓ
50
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

玉
野
市
立
宇
野
中
学
校	

二
学
年　

八
村
　
ま
き

 

● 

13
回
（
Ｓ
50
）・
生
命
保
険
協
会
賞

倉
敷
市
立
倉
敷
第
一
中
学
校

	

二
学
年　

藤
上
　
　
浩

 

● 

17
回
（
Ｓ
54
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

倉
敷
市
立
倉
敷
第
一
中
学
校

	

三
学
年　

河
端
　
紀
子

 

● 

17
回
（
Ｓ
54
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

笠
岡
市
立
笠
岡
西
中
学
校

	

二
学
年　

高
月
　
ひ
か
り

 

● 

24
回
（
Ｓ
61
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

組
合
立
総
社
西
中
学
校	

一
学
年　

山
下
　
三
穂

 

● 

56
回
（
Ｈ
30
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

	

一
学
年　

岡
本
　
高
煌

 

● 

59
回
（
Ｒ
3
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

岡
山
市
立
吉
備
中
学
校	

二
学
年　

宮
川
　
メ
リ
ー

 

● 

11
回
（
Ｓ
48
）・
生
命
保
険
協
会
賞

西
条
町
立
西
条
中
学
校	

三
学
年　

市
地
　
房
江

 

● 

34
回
（
Ｈ
８
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

広
島
学
院
中
学
校	

二
学
年　

佐
々
木
　
雄
亮

　
岡
山
県

　
島
根
県

　
鳥
取
県

　
奈
良
県

　
兵
庫
県

　
大
阪
府

　
京
都
府

　
滋
賀
県

　
三
重
県

　
愛
知
県

　
広
島
県
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● 

52
回
（
Ｈ
26
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

府
中
町
立
府
中
中
学
校	

二
学
年　

沖
山
　
侑
子

 

● 

８
回
（
Ｓ
45
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

岩
国
市
立
北
河
内
中
学
校
天
尾
分
校

	
二
学
年　

中
井
　
通
久

 

● 

９
回
（
Ｓ
46
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

徳
山
市
立
住
吉
中
学
校	

二
学
年　

久
野
　
典
子

  

● 

10
回
（
Ｓ
47
）・
生
命
保
険
協
会
賞

徳
山
市
立
住
吉
中
学
校	

三
学
年　

久
野
　
典
子

 

● 

11
回
（
Ｓ
48
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

下
松
市
立
末
武
中
学
校	

二
学
年　

河
村
　
美
智
恵

 

● 

12
回
（
Ｓ
49
）・
文
部
大
臣
賞

徳
山
市
立
住
吉
中
学
校	

三
学
年　

和
田
　
千
鶴
子

 

● 

14
回
（
Ｓ
51
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

徳
山
市
立
菊
川
中
学
校	

三
学
年　

小
野
　
聖
子

 

● 

15
回
（
Ｓ
52
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

下
松
市
立
下
松
中
学
校	

二
学
年　

福
田
　
徳
子

 

● 

15
回
（
Ｓ
52
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鹿
野
町
立
鹿
野
中
学
校	

三
学
年　

宇
佐
川
　
公
子

 

● 

18
回
（
Ｓ
55
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

萩
市
立
明
経
中
学
校	

　

一
学
年　

佐
々
木
　
礼
子

 

● 

19
回
（
Ｓ
56
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

下
関
市
立
川
中
中
学
校	

三
学
年　

田
村
　
健
治

 

● 

20
回
（
Ｓ
57
）・
生
命
保
険
協
会
賞

萩
市
立
明
経
中
学
校	

　

三
学
年　

佐
々
木
　
礼
子

 

● 

21
回
（
Ｓ
58
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

山
口
大
学
教
育
学
部
附
属
山
口
中
学
校

	

二
学
年　

馬
渡
　
桜
子

 

● 

22
回
（
Ｓ
59
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

徳
山
市
立
秋
月
中
学
校	

一
学
年　

田
所
　
顕
信

 

● 

23
回
（
Ｓ
60
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

徳
山
市
立
周
陽
中
学
校	

二
学
年　

山
中
　
　
文

 

● 

16
回
（
Ｓ
53
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

松
山
市
立
小
野
中
学
校	

一
学
年　

奥
村
　
久
美
子

 

● 

21
回
（
Ｓ
58
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

松
山
市
立
小
野
中
学
校	

三
学
年　

藤
田
　
由
紀

 

● 

21
回
（
Ｓ
58
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

松
山
市
立
小
野
中
学
校	

三
学
年　

茂
川
　
美
穂
子

 

● 

23
回
（
Ｓ
60
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

松
山
市
立
小
野
中
学
校	

二
学
年　

道
満
　
香
織

 

● 

25
回
（
Ｓ
62
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

松
山
市
立
小
野
中
学
校	

二
学
年　

田
村
　
洋
子

 

● 

26
回
（
Ｓ
63
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

松
山
市
立
小
野
中
学
校	

二
学
年　

葛
原
　
悟
悦

 

● 

30
回
（
Ｈ
４
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

松
山
市
立
道
後
中
学
校	

一
学
年　

巽
　
　
青
空

 

● 

32
回
（
Ｈ
６
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

新
居
浜
市
立
北
中
学
校	

三
学
年　

佐
藤
　
沙
織

 

● 

40
回
（
Ｈ
14
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

東
予
市
立
東
中
学
校	

三
学
年　

川
又
　
　
夕

 

● 

43
回
（
Ｈ
17
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

新
居
浜
市
立
別
子
中
学
校

	

三
学
年　

二
神
　
拓
也

 

● 

53
回
（
Ｈ
27
）・
優
秀
賞

新
居
浜
市
立
中
萩
中
学
校

	

一
学
年　

越
智
　
仁
頼

 

● 

２
回
（
Ｓ
39
）・
生
命
保
険
協
会
賞　

銅
賞

南
国
市
立
香
長
中
学
校	

二
学
年　

北
　
　
紀
男

 

● 

27
回
（
Ｈ
１
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

伊
野
町
立
伊
野
中
学
校	

三
学
年　

石
黒
　
陽
子

 

● 

32
回
（
Ｈ
６
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

高
知
中
学
校	

二
学
年　

埇
田
　
良
太
郎

 

● 

35
回
（
Ｈ
９
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

仁
淀
村
立
仁
淀
中
学
校	

三
学
年　

小
池
　
郁
江

 

● 

23
回
（
Ｓ
60
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

徳
山
市
立
秋
月
中
学
校	

一
学
年　

江
崎
　
智
佳
子

 

● 

25
回
（
Ｓ
62
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

下
松
市
立
末
武
中
学
校	

三
学
年　

宮
島
　
裕
加

 

● 

26
回
（
Ｓ
63
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

下
松
市
立
下
松
中
学
校	

三
学
年　

河
村
　
謡
子

 

● 

26
回
（
Ｓ
63
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

下
松
市
立
下
松
中
学
校	

二
学
年　

小
沢
　
　
忍

 

● 

28
回
（
Ｈ
２
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

美
東
町
立
美
東
中
学
校	

三
学
年　

渡
辺
　
悦
子

 

● 

29
回
（
Ｈ
３
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

長
門
市
立
通
中
学
校	

　

三
学
年　

磯
部
　
幸
代

 

● 

37
回
（
Ｈ
11
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

長
門
市
立
深
川
中
学
校	

二
学
年　

山
田
　
麻
紀
子

 
● 

60
回
（
Ｒ
4
）・
優
秀
賞

宇
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
大
学
付
属
中
学
校

	

二
学
年　

白
石
　
悠
森

 

● 

１
回
（
Ｓ
38
）・
生
命
保
険
協
会
賞　

銅
賞

鳴
門
市
立
第
一
中
学
校	

一
学
年　

葉
田
　
恭
子

 

● 

４
回
（
Ｓ
41
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

石
井
町
立
石
井
中
学
校	

二
学
年　

芝
田
　
久
美
子

 

● 

５
回
（
Ｓ
42
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

鳴
門
市
立
第
一
中
学
校	

三
学
年　

宝
田
　
奈
都
美

 

● 

７
回
（
Ｓ
44
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

徳
島
市
立
城
東
中
学
校	

一
学
年　

村
澤
　
陽
子

 

● 

９
回
（
Ｓ
46
）・
文
部
大
臣
賞

鳴
門
市
立
大
麻
中
学
校	

二
学
年　

繁
田
　
と
し
子

 

● 

10
回
（
Ｓ
47
）・
生
命
保
険
協
会
賞

東
祖
谷
山
村
立
東
祖
谷
中
学
秋
栃
之
瀬
校
舎

	

二
学
年　

細
谷
　
史
郎

 

● 

39
回
（
Ｈ
13
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

吾
川
村
立
吾
川
中
学
校	

二
学
年　

片
岡
　
　
恵

 

● 

46
回
（
Ｈ
20
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

高
知
市
立
青
柳
中
学
校	

二
学
年　

沖
　
　
大
智

 

● 

56
回
（
Ｈ
30
）・
優
秀
賞

高
知
中
学
校	

二
学
年　

本
田
　
恵
太

 

● 

58
回
（
Ｒ
2
）・
文
部
科
学
大
臣
賞

高
知
中
学
校	

一
学
年　

本
田
　
哲
平

 

● 

５
回
（
Ｓ
42
）・
文
部
大
臣
賞

柳
川
市
立
両
開
中
学
校	

三
学
年　

古
賀
　
真
一
郎

 

● 

12
回
（
Ｓ
49
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

三
橋
町
立
三
橋
中
学
校	

三
学
年　

矢
ヶ
部
　
絹
江

 

● 

12
回
（
Ｓ
49
）・
生
命
保
険
協
会
賞

田
川
市
立
伊
田
中
学
校	

二
学
年　

古
田
　
幸
代

 

● 

13
回
（
Ｓ
50
）・
生
命
保
険
協
会
賞

田
川
市
立
伊
田
中
学
校	

三
学
年　

古
田
　
幸
代

 

● 

27
回
（
Ｈ
１
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

吉
富
町
外
一
市
中
学
校
組
合
立
吉
富
中
学
校

	

二
学
年　

森
山
　
裕
美
子

 

● 

45
回
（
Ｈ
19
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

北
九
州
市
立
田
原
中
学
校

	

一
学
年　

古
賀
　
朋
代

 

● 

47
回
（
Ｈ
21
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

北
九
州
市
立
田
原
中
学
校

	

三
学
年　

古
賀
　
朋
代

 

● 

51
回
（
Ｈ
25
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

福
岡
教
育
大
学
附
属
久
留
米
中
学
校

	

三
学
年　

田
中
　
政
充

 

● 

53
回
（
Ｈ
27
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

大
野
城
市
立
大
野
中
学
校

	

三
学
年　

大
塚
　
　
奏

 

● 

14
回
（
Ｓ
51
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

鴨
島
町
立
鴨
島
東
中
学
校

	

一
学
年　

後
藤
田
　
哲
人

 

● 

14
回
（
Ｓ
51
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

脇
町
立
脇
町
中
学
校	

二
学
年　

松
浦
　
葉
子

 

● 

18
回
（
Ｓ
55
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

脇
町
立
脇
町
中
学
校	

二
学
年　

藤
岡
　
清
人

 

● 

19
回
（
Ｓ
56
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

穴
吹
町
立
口
山
中
学
校	

一
学
年　

森
下
　
美
香

 

● 

20
回
（
Ｓ
57
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

穴
吹
町
立
口
山
中
学
校	

三
学
年　

山
下
　
公
子

 

● 

22
回
（
Ｓ
59
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

鳴
門
市
立
第
一
中
学
校	

一
学
年　

本
山
　
明
美

 

● 

22
回
（
Ｓ
59
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

穴
吹
町
立
穴
吹
中
学
校	

一
学
年　

谷
奥
　
恵
美
子

 

● 

29
回
（
Ｈ
３
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

脇
町
立
脇
町
中
学
校	

三
学
年　

野
山
　
好
美

 

● 

36
回
（
Ｈ
10
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

徳
島
市
立
南
部
中
学
校	

三
学
年　

村
澤
　
宏
樹

 

● 

41
回
（
Ｈ
15
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

松
茂
町
立
松
茂
中
学
校	

三
学
年　

西
村
　
悠
介

 

● 

42
回
（
Ｈ
16
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

松
茂
町
立
松
茂
中
学
校	

一
学
年　

吉
田
　
　
彩

 

● 

43
回
（
Ｈ
17
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

阿
南
市
立
新
野
中
学
校	

二
学
年　

山
田
　
麻
祐
子

 

● 

44
回
（
Ｈ
18
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

小
松
島
市
立
坂
野
中
学
校	

	

二
学
年　

豊
田
　
　
碧

 

● 

47
回
（
Ｈ
21
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

徳
島
市
南
部
中
学
校	

一
学
年　

林
　
　
正
基

 

● 

48
回
（
Ｈ
22
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

小
松
島
市
小
松
島
中
学
校

	
一
学
年　

工
藤
　
あ
さ
ひ

 

● 

54
回
（
Ｈ
28
）・
優
秀
賞

徳
島
市
南
部
中
学
校	

一
学
年　

満
村
　
大
慎

 

● 

57
回
（
Ｒ
1
）・
文
部
科
学
大
臣
賞

福
岡
教
育
大
学
附
属
福
岡
中
学
校	

	

一
学
年　

宇
野
　
誠
洋

 

● 

60
回
（
Ｒ
4
）・
優
秀
賞

糸
島
市
立
志
摩
中
学
校	

二
学
年　

西
山
　
未
羽

 

● 

61
回
（
Ｒ
5
）・
文
部
科
学
大
臣
賞

東
福
岡
自
彊
館
中
学
校	

三
学
年　

清
武
　
　
琳

 

● 

63
回
（
Ｒ
7
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

太
宰
府
市
立
太
宰
府
中
学
校	

	

	

三
学
年　

青
栁
　
優
里
菜

 

● 

３
回
（
Ｓ
40
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

鹿
島
市
立
能
古
見
中
学
校

	

二
学
年　

松
浦
　
夏
江

 

● 

５
回
（
Ｓ
42
）・
生
命
保
険
協
会
賞

鹿
島
市
立
能
古
見
中
学
校	

	

三
学
年　

森
田
　
敏
枝

 

● 

６
回
（
Ｓ
43
）・
生
命
保
険
協
会
賞

鹿
島
市
立
東
部
中
学
校	

一
学
年　

高
尾
　
小
寿
恵

 

● 

12
回
（
Ｓ
49
）・
生
命
保
険
協
会
賞

鹿
島
市
立
東
部
中
学
校	

二
学
年　

倉
崎
　
順
子

 

● 

13
回
（
Ｓ
50
）・
生
命
保
険
協
会
賞

鹿
島
市
立
東
部
中
学
校	

三
学
年　

石
橋
　
春
野

 

● 

14
回
（
Ｓ
51
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

太
良
町
立
大
浦
中
学
校	

三
学
年　

野
田
　
百
合
子

 

● 

16
回
（
Ｓ
53
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

太
良
町
立
大
浦
中
学
校	

一
学
年　

今
田
　
ひ
と
み

 

● 

17
回
（
Ｓ
54
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

太
良
町
立
多
良
中
学
校	

一
学
年　

新
貝
　
芳
典

 

● 

20
回
（
Ｓ
57
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

山
内
町
立
山
内
中
学
校	

三
学
年　

木
須
　
友
子

 

● 

57
回
（
Ｒ
1
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

小
松
島
市
小
松
島
中
学
校

	

二
学
年　

秋
田
　
航
輝

 

● 

60
回
（
Ｒ
4
）・
優
秀
賞

鳴
門
教
育
大
学
附
属
中
学
校

	

二
学
年　

朝
日
　
柊
守

 

● 

11
回
（
Ｓ
48
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

高
松
市
立
紫
雲
中
学
校	

二
学
年　

岩
部
　
達
雄

 

● 

13
回
（
Ｓ
50
）・
文
部
大
臣
賞

高
松
市
立
下
笠
居
中
学
校

	

三
学
年　

湯
谷
　
み
ゆ
き

 

● 

14
回
（
Ｓ
51
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

高
松
市
立
下
笠
居
中
学
校	

	

三
学
年　

久
保
　
菜
穂
美

 

● 

16
回
（
Ｓ
53
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

高
松
市
立
玉
藻
中
学
校	

二
学
年　

野
澤
　
秀
樹

 

● 

25
回
（
Ｓ
62
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

坂
出
市
立
東
部
中
学
校	

二
学
年　

村
山
　
　
愛

 

● 

35
回
（
Ｈ
９
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

坂
出
市
立
坂
出
中
学
校	

三
学
年　

豊
嶋
　
瑞
穂

 

● 

38
回
（
Ｈ
12
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

大
手
前
中
学
校	

三
学
年　

鈴
木
　
結
梨
花

 

● 

44
回
（
Ｈ
18
）・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

土
庄
町
立
土
庄
中
学
校	

二
学
年　

根
本
　
卓
哉

 

● 

８
回
（
Ｓ
45
）・
生
命
保
険
協
会
賞

新
居
浜
市
立
中
萩
中
学
校	

	

二
学
年　

近
藤
　
尚
幸

 

● 

14
回
（
Ｓ
51
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

松
山
市
立
拓
南
中
学
校	

二
学
年　

阿
部
　
は
る
み

 

● 

33
回
（
Ｈ
７
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

千
代
田
町
立
千
代
田
中
学
校

	

二
学
年　

槙
　
　
智
子

 

● 

36
回
（
Ｈ
10
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

武
雄
市
立
武
雄
中
学
校	
三
学
年　

飯
田
　
真
由
美

 

● 

41
回
（
Ｈ
15
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

龍
谷
中
学
校	

二
学
年　

石
橋
　
茉
莉

 

● 

46
回
（
Ｈ
20
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

佐
賀
県
立
致
遠
館
中
学
校

	

一
学
年　

古
賀
　
光
莉

 

● 

51
回
（
Ｈ
25
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

佐
賀
市
立
昭
栄
中
学
校	

二
学
年　

黑
田
　
晃
平

 

● 

16
回
（
Ｓ
53
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

郷
ノ
浦
町
立
武
生
水
中
学
校

	

二
学
年　

竹
口
　
由
利
子

 

● 

18
回
（
Ｓ
55
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

郷
ノ
浦
町
立
武
生
水
中
学
校

	

三
学
年　

村
田
　
浩
美

 

● 

20
回
（
Ｓ
57
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

島
原
市
立
第
一
中
学
校	

一
学
年　

琴
岡
　
憲
彦

 

● 

21
回
（
Ｓ
58
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

島
原
市
立
第
二
中
学
校	

三
学
年　

満
尾
　
史
子

 

● 

35
回
（
Ｈ
９
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

佐
世
保
市
立
山
澄
中
学
校	

	

一
学
年　

野
中
　
麻
生

 

● 

29
回
（
Ｈ
３
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園
中
学
校

	

三
学
年　

上
杉
　
健
吾

　
長
崎
県

　
佐
賀
県

　
福
岡
県

　
高
知
県

　
愛
媛
県

　
香
川
県

　
山
口
県

　
徳
島
県

　
熊
本
県
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● 

34
回
（
Ｈ
８
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

熊
本
市
立
二
岡
中
学
校	

三
学
年　

近
藤
　
聡
子

 

● 
39
回
（
Ｈ
13
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校	

一
学
年　

梅
田
　
佳
代
子

 

● 

43
回
（
Ｈ
17
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

産
山
村
立
産
山
中
学
校	

一
学
年　

松
岡
　
ひ
か
る

 

● 

45
回
（
Ｈ
19
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

	

二
学
年　

半
藤
　
偲
季

 

● 

48
回
（
Ｈ
22
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

人
吉
市
立
第
一
中
学
校	

三
学
年　

木
下
　
絵
莉

 

● 

54
回
（
Ｈ
28
）・
優
秀
賞

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

	

二
学
年　

吉
田
　
博
貴

 

● 

６
回
（
Ｓ
43
）・
文
部
大
臣
賞

鶴
見
町
立
大
島
中
学
校	

三
学
年　

神
崎
　
邦
文

  

● 

53
回
（
Ｈ
27
）・
優
秀
賞

竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校

	

三
学
年　

長
谷
　
千
晴

  

● 

59
回
（
Ｒ
3
）・
優
秀
賞

大
分
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

	

三
学
年　

玉
那
覇
　
峻
介

 

● 

20
回
（
Ｓ
57
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

小
林
市
立
三
松
中
学
校	

一
学
年　

深
見
　
ハ
ル
ミ

 

● 

41
回
（
Ｈ
15
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

宮
崎
県
立
五
ヶ
瀬
中
等
教
育
学
校

	

一
学
年　

松
本
　
　
麗

 

● 

44
回
（
Ｈ
18
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

宮
崎
大
学
教
育
文
化
学
部
附
属
中
学
校

	

三
学
年　

渡
辺
　
理
紗
子

 

● 

45
回
（
Ｈ
19
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

宮
崎
県
立
宮
崎
西
高
等
学
校
附
属
中
学
校

	

一
学
年　

牧
原
　
凜
子

 

● 

１
回
（
Ｓ
38
）・
生
命
保
険
協
会
賞　

銀
賞

大
浦
町
立
大
浦
中
学
校	

二
学
年　

小
窪
　
健
治

 

● 

７
回
（
Ｓ
44
）・
生
命
保
険
協
会
賞

垂
水
市
立
垂
水
中
学
校	

二
学
年　

西
方
　
ひ
と
み

 

● 

９
回
（
Ｓ
46
）・
生
命
保
険
協
会
賞

穎
娃
町
立
別
府
中
学
校	

二
学
年　

坂
元
　
冨
久
男

 

● 
11
回
（
Ｓ
48
）・
生
命
保
険
協
会
賞

川
辺
町
立
瀬
戸
山
中
学
校

	

一
学
年　

重
野
　
三
郎

 

● 

19
回
（
Ｓ
56
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

鹿
児
島
市
立
河
頭
中
学
校	

	
一
学
年　

幸
福
　
い
づ
み

 

● 

24
回
（
Ｓ
61
）・
文
部
大
臣
奨
励
賞

鹿
児
島
市
立
河
頭
中
学
校	

	

二
学
年　

古
野
　
里
美

 

● 

24
回
（
Ｓ
61
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鹿
児
島
市
立
河
頭
中
学
校

	

二
学
年　

前
園
　
弘
樹

 

● 

25
回
（
Ｓ
62
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

鹿
児
島
市
立
河
頭
中
学
校	

	

二
学
年　

脇
　
　
由
香

 

● 

26
回
（
Ｓ
63
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

鹿
児
島
市
立
河
頭
中
学
校	

	

二
学
年　

有
村
　
武
志

 

● 

30
回
（
Ｈ
４
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

東
町
立
川
床
中
学
校	

一
学
年　

石
橋
　
知
晴

 

● 

33
回
（
Ｈ
７
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

日
吉
町
立
日
吉
中
学
校	

三
学
年　

上
口
　
美
鈴

 

● 

38
回
（
Ｈ
12
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

神
村
学
園
中
等
部　

	

三
学
年　

川
畑
　
充
世

 

● 

39
回
（
Ｈ
13
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

神
村
学
園
中
等
部	

二
学
年　

今
吉
　
彩
乃

 

● 

47
回
（
Ｈ
21
）・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

薩
摩
川
内
市
立
川
内
南
中
学
校	

	

三
学
年　

髙
田
　
知
和

 

● 

54
回
（
Ｈ
28
）・
全
日
本
中
学
校
長
会
賞

竹
富
町
立
船
浦
中
学
校	

二
学
年　

山
口
　
奏
空

 

● 

58
回
（
Ｒ
2
）・
優
秀
賞

琉
球
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

	

二
学
年　

林
　
　
桜
生

　
沖
縄
県

　
宮
崎
県

　
鹿
児
島
県

　
大
分
県
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